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浅沼稲次郎読書ノート　思想の母

　この資料は、大正から昭和にかけて活躍した政治家、浅沼稲次郎（1898-1960）のノー
トである。平成18（2006）年 7月の七夕古書大入札会において購入した。
　浅沼稲次郎は、大正 7（1918）年、政治家を志して早稲田大学に入学し「早大雄弁
会」に所属、さらに学生団体「建設者同盟」を創立して、当時高まりを見せていた農
民運動の支援活動を行った。卒業後は農民労働党・日本労農党・社会大衆党などの創立・
運営に関わり、中間派無産政党運動の一翼を担った。戦後は日本社会党創立に参加し、
組織局長・書記長として活動した。昭和35（1960）年には委員長に選任され、安保闘
争を指導したが、同年10月12日、日比谷公会堂における三党首立会演説会の壇上で右
翼の少年に刺殺された。大衆政治家として広く親しまれていた浅沼のために、その日
のうちに大規模な抗議集会が開かれ、党葬の会場には数万人が集まったという。
　このノートはその内容から、大正14（1925）年から昭和 2（1927）年にかけてのも
のと推測される。当時、浅沼は20代後半。普通選挙法の成立を背景として活発化した、
無産政党運動に邁進していた頃である。記述には新進の経済学者、高橋亀吉の『経済
学の実際知識』（1924）や、農業政策の大家、那須皓の『公正なる小作料』（1925）の
要旨および感想を書き付けたり、組合運動史や小作料の歴史について整理したりと
いった自己研鑽の跡がみられる。また「労働階級は何をなすべきか」などの思索のメ
モや、大正13（1924）年に端を発する小作争議「伏石事件」に関する一文、第 6回メー
デーに際しての所感など、建設者同盟の機関誌『青年運動』への寄稿の基となった短
文もある。「革命の精神は焔でなければならぬ」「俺の生活は現在幾分かダラケテは居
ないか、警戒しなくてはいけない」など、自らを鼓舞するような書き入れも散見される。
　表紙には「思想の母」とタイトルがつけられ、さらに「思想は行動の母／情熱は
行動の母」との書き込みがある。これは19世紀アメリカの思想家エマーソンの言葉
「Thought is the seed of action」に基づくものであろうか。浅沼はかつて『建設者』（『青
年運動』の前身誌）1923年 4 月号に「行動の青年」と題する一文を寄せ、「吾等は頭
の青年であると共に行動の青年でなければならぬ」とも書いている。若さの意気込み
が感じられる言葉であるとともに、「人間機関車」の異名が示すごとく、行動の人と
して生きた浅沼の生涯をも象徴するような言葉である。
　東京本館憲政資料室では、総数3,000点以上にのぼる浅沼関係資料のコレクション、
「浅沼稲次郎関係文書」を所蔵している。昭和38（1963）年に遺族の享子氏から寄贈
を受けたもので、大正末期から浅沼が没するまでの無産政党・社会党関係書類、手帳、
スクラップブック等からなる資料群である。ここで紹介したノートがどのような経緯
で古書市場に出たかは定かでないが、「浅沼稲次郎関係文書」と併せて憲政資料室で
公開されることとなったのは、幸運な巡り合わせといえよう。
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二
〇
〇
七
年
の
「
世
界
図
書
館
情
報
会
議―

第
七
三
回
国
際
図
書
館
連
盟
（
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
）
大
会
」
が
八
月
一
九
日
か
ら
二
三
日
ま
で
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ダ
ー

バ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
未
来
の
た
め
の
図
書
館―

進
歩
・

発
見
・
協
力
」
で
あ
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
年
次
総
会
が
ア
フ
リ
カ
の
地
で
開
催
さ
れ

る
の
は
、
一
九
八
四
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
（
ケ
ニ
ア
）
大
会
以
来
で
あ
り
、
苦
難
の
時

代
を
乗
り
越
え
て
き
た
南
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
記
念
す
べ
き
会
議
と
な
っ
た
。

　

開
会
式
で
国
内
委
員
会
の
テ
ィ
ス
委
員
長
が
万
感
の
思
い
を
こ
め
て
発
表
し
た

よ
う
に
、
会
議
の
参
加
者
は
三
千
名
に
達
し
た
。
最
１

終
発
表
で
は
、
三
、〇
一
一

名
（
一
日
の
み
の
参
加
、
同
伴
者
、
展
示
会
見
学
者
を
含
む
）
が
参
加
し
、
ア
フ

リ
カ
諸
国
か
ら
一
、六
〇
六
名
、
そ
の
う
ち
南
ア
フ
リ
カ
の
参
加
者
は
一
、二
一
二

名
に
も
の
ぼ
っ
た
。こ
れ
は
南
ア
フ
リ
カ
政
府
の
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

参
加
国
は
一
一
八
か
国
、
米
国
か
ら
の
参
加
者
が
四
八
八
名
で
第
二
に
多
く
、
英

国
か
ら
二
三
一
名
、
中
国
か
ら
一
二
二
名
が
参
加
し
、
前
回
の
開
催
国
で
あ
る
韓

国
か
ら
は
八
〇
名
程
が
参
加
し
た
。
日
本
の
参
加
者
は
二
七
名
で
あ
り
、
か
な
り

少
数
派
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

   

当
館
か
ら
は
、
長
尾
真
館
長
を
団
長
と
し
て
、
山
口
広
文
調
査
及
び
立
法
考
査

局
国
土
交
通
調
査
室
主
幹
、
中
井
万
知
子
書
誌
部
副
部
長
、
佐
藤
尚
子
関
西
館
収

集
整
理
課
長
、
小
林
直
子
収
集
部
資
料
保
存
課
課
長
補
佐
、
藤
巻
正
人
主
題
情
報

部
政
治
史
料
課
主
査
の
六
名
（
下
写
真
）
が
参
加
し
た
。

   

ダ
ー
バ
ン
は
ク
ワ
ズ
ー
ル
・
ナ
タ
ー
ル
州
に
属
し
、
イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
港
と

未
来
の
た
め
の
図
書
館

世
界
図
書
館
情
報
会
議―

第
73
回
国
際
図
書
館
連
盟
（
Ⅰ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）
大
会
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し
て
発
展
し
た
都
市
で
、
海
岸
に
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
ん

で
い
る
。
会
場
は
、
町
の
中
心
に
あ
る
広
大
な
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
前
頁
写
真
上
）
で
あ
り
、
大
２

小
合
わ
せ
て
二
一
五
の

会
合
、
展
示
会
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
こ
こ
で
運
営
さ
れ
た
。

開
会
式

　

一
九
日
の
午
前
中
に
開
会
式
が
開
催
さ
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
の
文
字
を
記
し
た
巨
大
な
赤
い
本
が
据
え
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
そ
の
表
紙
を
開
く
こ
と
で
会
議
の
開
会
が
告
げ
ら
れ
た
。
ス
ク

リ
ー
ン
上
の
本
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
々
に
参
加
国
の
国
旗
が
表
示
さ

れ
、
司
会
者
が
国
名
を
紹
介
す
る
た
び
に
会
場
か
ら
拍
手
が
湧
き
、

特
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
国
名
が
呼
ば
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　

バ
ー
ン
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長
等
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の
後
、
南
ア
フ
リ

カ
の
憲
法
裁
判
所
の
サ
ッ
ク
ス
判
事
が
基
調
講
演
を
行
い
、
人
権
活

動
家
と
し
て
何
度
も
監
禁
さ
れ
た
苦
難
の
日
々
が
、
い
か
に
読
書
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
か
を
語
っ
た
。
判
事
の
意
図
を
反
映
し
て
憲
法

裁
判
所
の
中
心
部
に
新
た
に
完
成
し
た
図
書
館
の
映
像
が
映
し
出
さ

れ
る
と
、参
加
者
は
次
々
に
立
ち
上
が
り
、惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
っ

た
。

い
く
つ
か
の
動
き

　

今
回
の
会
議
を
め
ぐ
る
特
徴
的
な
出
来
事
を
何
点
か
挙
げ
た
い
。

　

八
月
に
入
っ
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
本
部
か
ら
、
参
加
に
あ
た
っ
て
児
童

書
を
持
参
し
寄
付
し
て
ほ
し
い
と
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
。
南
ア

フ
リ
カ
の
一
一
の
公
用
語
の
児
童
書
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
付

さ
れ
た
が
、
会
場
に
は
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
自

国
か
ら
持
ち
寄
っ
た
児
童
書
を
寄
贈
し
て
い
た
。南
ア
フ
リ
カ
で
は
、

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
の
撤
廃
後
も
、
当
時
充
分
な

教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
の
失
業
率
が
高
く
、
治
安
の
悪
化

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を
未
来

の
担
い
手
と
し
て
育
て
る
図
書
館
へ
の
、
世
界
中
か
ら
届
け
ら
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

   

ま
た
、
会
期
中
、
四
つ
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
事
務
所
の
発
足
が
発
表
さ

れ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
ダ
カ
ー
ル
（
セ
ネ
ガ
ル
）
に
替

わ
る
ア
フ
リ
カ
地
域
オ
フ
ィ
ス
が
、
プ
レ
ト
リ
ア
の
南
ア
フ
リ
カ
大

学
図
書
館
に
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
用
す
る
図

書
館
・
情
報
機
関
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
が
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
（
エ

ジ
プ
ト
）、
ア
フ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ス
語
セ
ン
タ
ー
が
ダ
カ
ー
ル
、
そ

し
て
ロ
シ
ア
語
セ
ン
タ
ー
が
モ
ス
ク
ワ
の
各
協
力
機
関
に
設
置
さ
れ

た
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
公
用
語
は
二
〇
〇
六
年
に
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語

を
加
え
て
七
言
語
と
な
り
、
各
言
語
に
よ
る
情
報
共
有
を
促
進
す
る

こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
三
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
ア
フ

リ
カ
に
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

   
一
方
で
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
組
織
に
関
す
る
意
見
聴
取
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
会
式
の
直
後
に
行
わ
れ
、
組
織
の
見
直
し
が
論
議
さ
れ
た
。
現

在
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
に
は
八
つ
の
部
会
の
も
と
に
四
七
も
の
分
科
会
が
設
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置
さ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
複
雑
さ
、
事
務
的
な
煩
雑
さ

が
組
織
を
圧
迫
し
て
い
る
と
し
て
、
部
会
を
四
つ
に
ま
と
め
、
一
定

規
模
以
下
の
分
科
会
に
つ
い
て
は
統
廃
合
す
る
と
の
勧
告
が
示
さ
れ

た
。
危
機
感
を
持
っ
た
小
規
模
な
分
科
会
か
ら
反
論
が
出
る
な
ど
活

発
な
論
議
が
行
わ
れ
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

評
議
会

　

最
終
日
二
三
日
の
午
後
に
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る

評
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長
を
務
め

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
ー
ン
氏
が
退
任
し
、
新
会
長
に
ド
イ
ツ
の

ラ
ッ
ク
ス
氏
が
就
任
、
図
書
館
の
重
要
性
に
関
す
る
主
張
の
強
化
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
活
動
の
重
視
等
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
の
影
響
力
を
強
め
て
い
く
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

動
議
と
し
て
、
物
価
値
上
げ
に
対
応
し
、
二
〇
〇
八
年
の
会
費
を

値
上
げ
す
る
提
案
、
ま
た
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
資
産
運
用
の
中
立
性
を
明

確
化
す
る
た
め
の
決
議
案
に
つ
い
て
投
票
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

基
準
と
な
る
一
〇
九
の
議
席
の
う
ち
、
定
足
数
の
過
半
数
に
充
た
な

い
五
一
議
席
の
出
席
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
投
票
自
体
は
賛
成
多
数

で
は
あ
っ
た
が
正
式
決
定
と
な
ら
ず
、
後
日
改
め
て
郵
送
投
票
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

閉
会
式

　

閉
会
式
は
二
三
日
に
開
催
さ
れ
、
退
任
す
る
バ
ー
ン
会
長
ほ
か
、

役
員
の
交
代
が
発
表
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
優
秀
賞
な

ど
各
種
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
開
催
地
で
あ
る
ケ

ベ
ッ
ク（
カ
ナ
ダ
）の
フ
ォ
ー
ク
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
民
謡
を
ル
ー
ツ
と
す
る
曲
を
演
奏
す
る
と
、
ア
フ
リ

カ
か
ら
北
の
大
地
へ
と
、
舞
台
が
移
り
ゆ
く
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

二
〇
一
〇
年
の
開
催
地
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
決

定
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
開
会
式
で
開
か
れ
た
Ｉ
Ｆ

Ｌ
Ａ
の
赤
い
本
が
、
国
内
委
員
会
の
テ
ィ
ス
委
員
長
に
よ
っ
て
再
度

閉
じ
ら
れ
、
大
会
は
閉
幕
し
た
。

   

今
大
会
の
開
催
国
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
の
各
都
市
は
、
外
務
省
の

情
報
で
も
十
分
注
意
す
べ
し
と
の
危
険
情
報
が
あ
り
、
ダ
ー
バ
ン
滞

在
中
の
行
動
範
囲
は
基
本
的
に
は
会
場
内
に
と
ど
め
ら
れ
、
気
ま
ま

に
町
を
探
索
す
る
よ
う
な
冒
険
は
自
重
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
館
の
参
加
者
は
関
係
す
る
会
合

に
集
中
し
て
臨
み
、
つ
つ
が
な
く
出
張
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
号
で
は
、
同
時
に
行
わ
れ
た
国
立
図
書
館
長
会
議
を
含
め
、
各
メ

ン
バ
ー
が
参
加
し
た
会
合
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
ま
た
、
限
ら
れ
た

経
験
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
が
見
た
ダ
ー
バ
ン
と
南
ア
フ

リ
カ
に
つ
い
て
点
描
し
て
み
た
い
。

1　

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
発
行IFLA

 Express 8

を
参
照
。

　
　

http://w
w
w
.ifla.org/IV

/ifla73/xpress8-en-2007.pdf
2　

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
発
表
原
稿
の
一
部
は
左
記
を
参
照
。

　
　

http://w
w
w
.ifla.org/IV

/ifla73/index.htm
 

（
国
立
国
会
図
書
館
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ダ
ー
バ
ン
派
遣
団
）
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例
年
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
国
立
図
書
館
長

会
議
（
以
下
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
）
が
、
八
月
二
二
日
に
ダ
ー
バ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。
会
場
は
、
当
初
ク
ワ
ズ
ー
ル
・
ナ
タ
ー
ル
大
学
が
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
国

際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
、
約
六
〇
か
国
か
ら
国
立
図
書
館
長
ま
た
は
そ
の
代
理

お
よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
関
係
者
等
が
参
加
し
た
。
今
回
は
南
ア
フ
リ
カ
で

の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
一
二
か
国
の
参
加

が
際
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
か
ら
も
中
国
、
韓
国
な
ど
日
本

を
含
め
一
一
か
国
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

会
議
は
議
長
の
カ
ー
ナ
ビ
ー
氏
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
立
図

書
館
長
）
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
、
続
い
て
南
ア
フ
リ
カ
の
芸
術

文
化
大
臣
の
代
理
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
国
立
図
書
館
理
事
会
会
長

ヌ
コ
ン
ダ
氏
お
よ
び
南
ア
フ
リ
カ
国
立
図
書
館
長
ツ
ェ
ー
ベ
氏
か
ら

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
特
に
今
年
は
南
ア
フ
リ
カ
図
書
館
情

報
協
会
（
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
創
設
一
〇
周
年
に
当
た
る
の
で
、
こ
の
記

念
の
年
に
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
を
開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
意
が
表
明
さ
れ

た
。

お
も
な
報
告

●
エ
ジ
プ
ト
国
立
図
書
館
・
公
文
書
館

　

ビ
デ
オ
に
よ
る
同
館
の
紹
介
が
あ
り
、
五
万
点
の
ア
ラ
ビ
ア
語
資

料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

●
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
国
立
図
書
館

　

南
ア
フ
リ
カ
国
立
図
書
館
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
内
お
よ
び
欧
米
、
ア

ジ
ア
各
国
と
の
図
書
館

協
力
の
状
況
が
報
告
さ
れ

た
。
次
い
で
、ア
ン
ゴ
ラ
、

レ
ソ
ト
、
マ
ラ
ウ
ィ
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ス
ワ
ジ
ラ

ン
ド
お
よ
び
ウ
ガ
ン
ダ
の

各
国
立
図
書
館
か
ら
、
外

国
の
財
政
支
援
で
新
館
が

建
設
さ
れ
た
等
の
報
告
が

あ
っ
た
。

●
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
／
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ

Ｓ
（
書
誌
標
準
に
関
す
る

第
34
回
国
立
図
書
館
長
会
議
（
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
）

電
子
図
書
館
に
向
け
て
の
国
立
図
書
館
の
連
携 

長
尾　

真
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Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ―

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
同
盟
）

　

ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
長
か
ら
、
書
誌
の
標
準
化
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

へ
の
取
組
み
が
課
題
で
あ
り
、
戦
略
的
将
来
計
画
を
来
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
で
報
告
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

●
国
立
図
書
館
分
科
会

　

パ
レ
ン
ト
分
科
会
長
（
カ
ナ
ダ
国
立
図
書
館
・
文
書
館
）
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
に
対
応
す
る
全
国
書
誌
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
二
〇
〇
八

年
初
め
に
制
定
す
る
、
ま
た
、
国
立
図
書
館
の
た
め
の
約
三
〇
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
に
つ
い
て
二
〇
〇
七
年
末
に
投
票
を
行
う
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、当
分
科
会
が
一
九
日
に
開
催
し
た
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

国
立
図
書
館
の
将
来
を
テ
ー
マ
と
し
、「
新
た
な
機
関
、
新
た
な
展

望
（
カ
ナ
ダ
）」、「
相
互
接
続
す
る
未
来
に
お
け
る
国
立
図
書
館
の

経
営―

包
括
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
の
洞
察
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）」、「
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
お
よ
び
産
科

病
棟
か
ら
公
共
図
書
館
へ（
ケ
ニ
ア
）」お
よ
び「
国
際
的
ウ
ェ
ブ
ア
ー

カ
イ
ビ
ン
グ―

将
来
に
お
け
る
相
互
運
用
性
（
デ
ン
マ
ー
ク
）」
の
四

つ
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

●
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
地
域
組
織

　

イ
ベ
ロ
（
ラ
テ
ン
）
ア
メ
リ
カ
国
立
図
書
館
協
会
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｉ

Ａ
）、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図
書
館
長
会
議
（
Ｃ
Ｄ
Ｎ

Ｌ
Ａ
Ｏ
）、
東
・
中
央
・
南
ア
フ
リ
カ
国
立
図
書
館
・
大
学
図
書
館

会
議
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｌ―

Ｅ
Ｃ
Ｓ
）、欧
州
国
立
図
書
館
長
会
議
（
Ｃ

Ｅ
Ｎ
Ｌ
）
か
ら
各
々
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
け
る
図
書
館
会
議
の
設
立
に
つ
い

て
発
表
が
あ
っ
た
。

●
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

　

バ
ー
ン
会
長
か
ら
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が
行
う
べ
き
こ
と
と
し
て
、
知
的

所
有
権
、
表
現
の
自
由
、
戦
争
や
災
害
か
ら
文
化
財
を
保
護
す
る
た

め
の
ブ
＊

ル
ー
シ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
、
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
重
要
性
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
な
ど
の
格
差

の
克
服
、
財
政
的
支
援
（
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
か
ら
の

支
援
）
等
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
ラ
ッ
ク
ス
次
期
会

長
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
と
の
協
力
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

「
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
の
将
来
的
方
向
性
」
に
つ
い
て
の
議
論

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
立
図
書
館
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
連
携
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
後
、

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
の
将
来
的
な
方
向
性
に
関
し
て
、
次
の
課
題
が
論
議
さ
れ

た
。

（
１
）
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
は
、
よ
り
広
範
囲
の
情
報
部
門
、
公
文
書
館
、
博

物
館
、
文
化
・
出
版
機
関
と
の
戦
略
的
提
携
を
強
化
す
る
こ
と
。

（
２
）
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
と
協
力
し
て
、
国
連
の
世
界
情
報

社
会
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
活
動
を
支
援
し
、
世
界
知
的
所
有
権

機
関
（
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
に
対
し
て
助
言
す
る
こ
と
。

（
３
）
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
関
連
す
る
部
門
お
よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｌ
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Ａ
の
コ
ア
活
動
を
通
じ
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
と
協

力
し
て
、
国
立
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
結
び
つ
け
る
事
業
を
策

定
・
実
行
す
る
こ
と
。

（
４
）
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ

ル
・
ツ
ー
ル
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

を
促
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
情
報
お
よ
び

資
源
を
共
有
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
の
活
動
に
関

す
る
情
報
を
広
め
る
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
お
よ
び
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
利
用

を
拡
充
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

情
報
に
す
べ
て
の
国
立
図
書
館
が
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
奨
励
す
る
こ
と
。

（
５
）
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
は
、
欧
州
電
子
図
書
館

（
Ｅ
Ｄ
Ｌ
）、
欧
州
図
書
館
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）、

世
界
電
子
図
書
館
（
Ｗ
Ｄ
Ｌ
）
な
ど
の
電

子
図
書
館
事
業
を
進
め
て
い
る
図
書
館
に

対
し
、
二
〇
〇
八
年
末
ま
で
に
技
術
的
お

よ
び
政
策
的
課
題
に
つ
い
て
の
高
度
な
報

告
書
を
提
出
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

（
６
）
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
は
、
地
域
組
織
と
緊
密

な
協
議
を
し
て
、
戦
略
的
優
先
行
動
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
示
さ
れ
た
意
見
に

次
の
も
の
が
あ
る
。

（
１
）
に
つ
い
て
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
、
国

立
図
書
館
、
公
文
書
館
、
博
物
館
、
美
術
館

が
協
力
し
て
文
化
遺
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
Ｃ

Ｄ
Ｎ
Ｌ
の
会
議
の
場
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
ル
等

を
通
じ
て
連
絡
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
意
見
に
共
感
を
示
す
国
が
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）に
つ
い
て
は
、日
本（
当
館
）か
ら
発
言
し
、

デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
の
収

集
を
容
易
に
す
る
た
め
に
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
が
Ｗ
Ｉ
Ｐ

Ｏ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、南
ア
フ
リ
カ
等
か
ら
、

各
国
の
政
府
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
性
、
表

現
の
自
由
の
た
め
に
声
を
一
つ
に
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

（
３
）
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
り
異
な
る
事
情

が
示
さ
れ
た
。
伝
統
的
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が

中
心
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
も
う

少
し
時
間
が
必
要
と
い
う
国
も
あ
れ
ば
、
フ
ラ

ン
ス
の
よ
う
に
現
在
行
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
検
証
を
来
年
予
定
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
た
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だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
資
金
面
の
問
題
に

つ
い
て
は
複
数
の
国
か
ら
発
言
が
あ
り
、

や
は
り
各
国
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
と

感
じ
た
。
ま
た
、
英
国
か
ら
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ

で
各
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
活
動
状
況
を
共

有
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長
か
ら
、
各
国
の
国
立
図
書

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
つ
な
ぐ
ポ
ー
タ
ル

が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

（
６
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
、
以
上

の
す
べ
て
の
議
論
で
「
何
々
す
べ
し
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
あ
く
ま

で
も
強
制
で
な
く
勧
告
で
あ
る
と
解
す
べ

き
で
あ
る
と
発
言
し
た
。
ま
た
、
英
国
か

ら
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
は
い
ろ
い
ろ
な
規
模
と
異

な
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
図
書
館
の
集

ま
り
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
形
の
会
議
で

は
意
見
が
集
約
で
き
な
い
の
で
、
分
科
会

を
作
っ
て
議
論
し
、
最
後
に
全
体
会
議
に

分
科
会
報
告
を
す
る
な
ど
の
運
営
方
法
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
発
言
が
あ
っ

た
。

　

以
上
で
時
間
切
れ
と
な
り
、
議
論
は
終

了
し
た
。

今
後
の
会
議

　

カ
ナ
ダ
国
立
図
書
館
・
公
文
書
館
の
パ
レ

ン
ト
氏
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
八
月
に
カ
ナ
ダ
の

ケ
ベ
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
へ
の
招
待
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
か
ら
、
来
年
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ

を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

筆
者
は
館
長
就
任
後
初
め
て
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
に
参
加
し
て
い
る
国
立
図
書

館
の
規
模
や
課
題
は
様
々
で
あ
り
、
一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
感
じ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
各
国
の
図
書
館
長
は
じ
め

図
書
館
関
係
者
と
意
見
交
換
が
で
き
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
。

＊　
「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条

　
　

約
（
一
九
五
四
年
ハ
ー
グ
条
約
）」
で
指
定
さ

　
　

れ
た
、
武
力
紛
争
に
お
い
て
攻
撃
を
差
し
控
え

　
　

る
べ
き
文
化
遺
産
を
示
す
た
め
の
標
章
の
通
称

 

（
な
が
お　

ま
こ
と　

国
立
国
会
図
書
館
長
）
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プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
）

　

議
会
の
た
め
の
図
書
館
お
よ
び
調
査
サ
ー
ビ
ス
分
科
会（
通
称「
議

会
図
書
館
分
科
会
」）は
、伝
統
的
に
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
本
大
会
の
開
会
前
に
、

プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
八
月
一
五
日
か

ら
一
七
日
ま
で
の
三
日
間
の
日
程
で
あ
っ
た
。

　

南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
国
の
三
権
の
所
在
地
が
三
都
市
に
分
か
れ
、

議
会
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
行
政
府
は
プ
レ
ト
リ
ア
、
最
高
裁
判
所
は

ブ
ル
ー
ム
フ
ォ
ン
テ
ー
ン
に
置
か
れ
て
い
る
。
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
は
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
議
事
堂
内
で
開
催
さ
れ
た
（
次
頁
写
真
）。

な
お
、
南
ア
フ
リ
カ
議
会
は
二
院
制
で
、
国
民
議
会
（N

ational 
A
ssem

bly

）
と
各
州
評
議
会
（N
ational Council of Provinces

）

と
か
ら
構
成
さ
れ
、
日
本
と
同
様
に
、
横
長
の
議
事
堂
の
両
翼
を
占

め
て
い
る
。
議
会
図
書
館
は
そ
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
。

　

南
ア
フ
リ
カ
は
、
か
つ
て
は
、
悪
名
高
い
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
を
と
る
白
人
支
配
体
制
の
も
と
に
あ
っ
た

が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
徐
々
に
撤
廃
さ

れ
、
一
九
九
四
年
に
は
一
人
一
票
の
原
則
に
も
と
づ
く
人
種
間
で
平

等
な
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
、
一
九
九
六
年
に
は
新
た
な
憲
法
が
制
定

さ
れ
た
。
以
来
新
た
な
国
の
体
制
の
も
と
で
議
会
運
営
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
議
会
図
書
館
の
役
割
へ
の
期
待
も
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。

　

第
二
三
回
目
と
な
る
今
回
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
統
一
テ
ー

マ
は
「
議
会
図
書
館
と
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
革
新
と
創
造
性
」

で
、
三
九
か
国
一
一
九
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

一
五
日
午
前
中
は
、
ム
ベ
テ
国
民
議
会
議
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ

と
デ
ィ
ン
ガ
ニ
事
務
総
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
議

長
の
司
会
の
も
と
で
進
行
し
、
セ
ノ
リ
議
員
と
ク
ロ
ー
ニ
ン
議
員
か

ら
、
議
会
図
書
館
と
調
査
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ

が
あ
っ
た
。
セ
ノ
リ
議
員
は
、議
会
図
書
館
に
肝
要
な
こ
と
と
し
て
、

議
員
の
ニ
ー
ズ
へ
の
理
解
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
柔
軟
性
、
第
一
級
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
三
点
を
強
調
し
、
ク
ロ
ー
ニ
ン
議
員
は
、「
新
興

の
民
主
主
義
体
制
（em

erging dem
ocracy

）」
に
お
け
る
議
会
図

書
館
と
調
査
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
南
ア
フ
リ
カ
議
会
に
お
け
る
議
会
図
書
館
と
調
査
サ
ー

ビ
ス
の
現
況
に
つ
い
て
、
議
会
ス
タ
ッ
フ
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
特

に
、
議
会
の
役
割
が
立
法
活
動
の
み
な
ら
ず
行
政
監
視
活
動
に
重
点

を
置
く
方
向
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
調
査
部

門
の
対
応
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
議
会
活
動
の
基

盤
と
し
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
報
告
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、両
院
の
本
会
議
場
と
議
会
図
書
館
を
見
学
し
た
。

議
会
図
書
館
分
科
会

議
会
図
書
館
と
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
革
新
と
創
造
性 

山
口　

広
文
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翌
一
六
日
に
は
、
ま
ず
、
各
国
議
会
図
書
館

の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
改
善

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
次
い
で
サ
ー
ビ
ス
や

運
営
の
実
情
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
か
ら
は
カ
メ
ル
ー
ン
、ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

ガ
ー
ナ
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
国
の
中
で
は
、
米
国
議
会
図
書
館
の

マ
ル
ホ
ラ
ン
調
査
局
長
か
ら
、
大
学
と
の
提
携

に
つ
い
て
、
調
査
活
動
の
拡
充
と
と
も
に
、
人
材
確
保
（
職
員
採
用
）

な
ど
に
も
有
益
で
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
興
味
を
引
か
れ
た
。

　

一
七
日
は
、
国
連
の
カ
シ
ニ
氏
か
ら
、
国
連
に
設
置
さ
れ
た
「
議

会
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
た
め
の
世
界
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
議
会
へ
の
Ｉ
Ｔ
導
入
に
対
す
る
協
力

活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ヌ
ト
ゥ
ン
ジ
ャ
議
会
図
書
館
長
よ

り
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
午
後
は
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
港
外
の

ロ
ベ
ン
島
へ
の
見
学
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
（
次
頁
「
南
ア
フ
リ
カ
点

描
」
参
照
）。

セ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ダ
ー
バ
ン
）

　

本
大
会
で
は
、
筆
者
は
、
議
会
図
書
館
分
科
会
に
加
え
て
法
律
図

書
館
分
科
会
と
政
府
図
書
館
分
科
会
に
参
加
し
た
。

　

議
会
図
書
館
分
科
会（
二
〇
日
）で
は
、「
議
会
図
書
館
と
調
査
サ
ー

ビ
ス
の
構
築
・
成
長
の
た
め
の
連
携
（partnering

）」
を
テ
ー
マ

に
五
つ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
報
告
で

は
、
多
岐
に
わ
た
る
国
内
外
の
外
部
機
関
と
の
連
携
関
係
に
つ
い
て

具
体
的
な
状
況
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
は
、
議
会
図

書
館
の
サ
ー
ビ
ス
遂
行
に
お
い
て
、
国
際
機
関
や
英
国
議
会
の
図
書

館
な
ど
と
の
連
携
関
係
が
重
要
で
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
チ
リ
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
市
民
の
論
議
を
議
会
の
政
策
形

成
に
役
立
て
る
こ
と
を
意
図
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
一
般
市
民

と
の
連
携
の
試
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
大

変
新
鮮
な
印
象
を
受
け
た
。

　

法
律
図
書
館
分
科
会
（
一
九
日
）
は
、「
民
主
主
義
と
人
権
の
た

め
の
法
律
情
報
へ
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
」を
テ
ー
マ
と
し
て
開
か
れ
、

南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
判
例
を
含
む
法
律
情
報
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。ま
た
、一
二
月
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
第
二
六

回
国
際
法
律
図
書
館
協
会
研
究
集
会
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
が
な
さ

れ
た
。

　

政
府
図
書
館
分
科
会
（
二
〇
日
）
で
は
、「
多
言
語
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
サ
ー
ビ
ス
」
が
テ
ー
マ
で
、
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
は
、
公
用
語
が

英
語
を
含
む
一
一
の
言
語
で
あ
る
こ
と
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　

政
府
図
書
館
分
科
会
と
議
会
図
書
館
分
科
会
と
の
合
同
分
科

会
（
二
一
日
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き

た
「
政
府
図
書
館
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
に
つ
い
て
の

説
明
と
質
疑
が
あ
り
、
一
〇
月
一
日
ま
で
コ
メ
ン
ト
を
受
け
付
け
た

後
、
二
〇
〇
八
年
春
頃
ま
で
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
こ
の
「
政
府
図
書
館
」
に
は
、
議
会
図
書
館
や
裁
判
所
図
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書
館
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
議
会
図
書
館
と
行
政
府
の
政
府
図
書
館

と
は
異
な
る
事
情
が
あ
り
、
一
律
に
扱
う
難
し
さ
と
独
自
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
意
見
が
、
議
会
図
書
館
分
科
会
側
か

ら
出
さ
れ
た
。

　

二
二
日
に
は
、
議
会
図
書
館
分
科
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
た
。「
議
会
図
書
館
に
お
け
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」、「
発
展

途
上
国
議
会
図
書
館
に
お
け
る
電
子
情
報
源
」、「
来
期
テ
ー
マ
」、

「
新
規
サ
ー
ビ
ス
」、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
」
の
五
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、

自
由
討
議
形
式
で
情
報
交
換
・
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。「
サ
ー
ビ

ス
提
供
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
二
〇
名
程
の
メ
ン
バ
ー
で
、

急
な
調
査
依
頼
が
重
な
っ
た
と
き
依
頼
者
に
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
、一
般
公
衆
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
範
囲
で
行
っ
て
い
る
か
な
ど
、

諸
々
の
具
体
的
な
局
面
に
対
し
て
、各
々
の
実
情
を
紹
介
し
合
っ
た
。

　

会
期
中
に
は
議
会
図
書
館
分
科
会
の
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
分

科
会
議
長
が
、
シ
ー
ダ
ー
氏
（
米
国
議
会
図
書
館
）
か
ら
サ
ン
ド
グ
リ

ン
ド
氏（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
議
会
図
書
館
）に
交
代
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
世
界
の
議
会
図
書
館
界
の
近
況
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
知
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
議
会
図

書
館
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

次
回
の
議
会
図
書
館
分
科
会
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
本
大

会
に
先
立
ち
カ
ナ
ダ
の
首
都
オ
タ
ワ
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
や
ま
ぐ
ち　

ひ
ろ
ふ
み

 

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
幹
）

世界遺産・ロベン島博物館
　議会図書館分科会・プレコンファレンスの最終日、ケープタウン港外に浮かぶロ
ベン島の見学が行われた。ロベン島には、かつては刑務所が置かれ、ネルソン・マ
ンデラ前大統領（1994年～1999年在任）など、アパルトヘイトに反対する政治活
動家が多数収容されていた。刑務所廃止後、1997年からは博物館として公開され、

1999年には世界遺産に登
録されている。元囚人のガ
イドによる熱のこもった説
明を聞きつつ、自由と平等
への苦難に満ちたこの国の
歴史を実感した。同時に、
かつて日本にも、信仰や
政治的主張が故に、拘束さ
れ苦役を強いられた多くの
人々がいたことを思い起こ
さずにはいられなかった。 
 （山口）

南アフリカ点描
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プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
ホ
コ
リ
・
虫
・
カ
ビ
と
闘
う
」

　

資
料
保
存
コ
ア
活
動
と
、
資
料
保
存
、
新
聞
、
貴
重
書
・
写
本
の
三

つ
の
分
科
会
の
共
催
に
よ
る
こ
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
以
下
、

プ
レ
コ
ン
）
は
、
ア
フ
リ
カ
で
資
料
保
存
に
携
わ
る
人
々
に
役
立
つ

実
践
的
な
会
合
に
し
た
い
と
の
趣
旨
で
、必
要
度
の
レ
ベ
ル
は
異
な
っ

て
も
あ
ら
ゆ
る
資
料
保
存
機
関
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
で
あ
る
「
ホ

コ
リ
・
虫
・
カ
ビ
」
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。
資
料
保
存
コ
ア
活
動

南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
セ
ン
タ
ー
長
兼
資
料
保
存
分
科
会
連
絡
委
員
の

マ
レ
氏
（
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
図
書
館
）
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
、

ホ
コ
リ
・
虫
・
カ
ビ
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
を
講
師
と
す
る
講
義
と

ア
フ
リ
カ
大
陸
内
外
か
ら
の
ケ
ー
ス
紹
介
を
組
み
合
わ
せ
た
形
で
、

ダ
ー
バ
ン
郊
外
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
を
会
場

と
し
て
八
月
一
四
日
〜
一
六
日
に
行
わ
れ
た
。

　
「
ホ
コ
リ
」
は
、
英
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

で
環
境
管
理
等
の
予
防
的
保
存
を
統
括
し
て
い
る

ロ
イ
ド
氏
が
担
当
し
た
。
講
師
は
博
物
館
に
お
け

る
ホ
コ
リ
の
測
定
調
査
に
つ
い
て
講
義
し
、
参
加

者
は
実
際
に
調
査
キ
ッ
ト
で
採
取
さ
れ
た
様
々
な

ホ
コ
リ
の
サ
ン
プ
ル
を
実
見
し
た
（
写
真
）。
ホ
コ

リ
は
カ
ビ
や
害
虫
の
温
床
と
な
る
が
、
そ
れ
自
体
が
資
料
を
害
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
清
掃
頻
度
の
増
加
要
求
な
ど
に
財
政
的
理
解
を
得

に
く
い
の
が
、
資
料
保
存
担
当
者
に
と
っ
て
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。「
ホ
コ
リ
も
科
学
的
に
測
定
で
き
、保
存
対
策
の
根
拠
に
で
き
る
」

と
い
う
事
実
は
、
参
加
者
一
同
に
と
っ
て
新
鮮
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

　
「
虫
」
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
昆
虫
学
者
ピ
ニ
ン
ジ
ャ
氏
か
ら
、

で
き
る
だ
け
薬
剤
に
頼
ら
ず
に
虫
害
を
抑
止
す
る
手
法
（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）

の
講
義
を
受
け
、
講
師
持
参
の
虫
損
資
料
と
害
虫
サ
ン
プ
ル
で｢

加

害
虫｣

を
推
理
す
る
実
習
も
行
っ
た
。
実
習
で
は
、
ネ
ズ
ミ
に
か
じ

ら
れ
た
本
、
シ
ロ
ア
リ
の
糞
、
コ
イ
ガ
の
サ
ナ
ギ
な
ど
、
筆
者
が
初

め
て
見
る
も
の
も
多
く
、
こ
の
種
の
被
害
の
経
験
者
で
あ
る
南
ア
の

参
加
者
仲
間
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
苦
労
し
て
実
習
を
終
え
た
。

　
「
カ
ビ
」
は
、
米
国
議
会
図
書
館
の
貴
重
書
の
保
存
修
復
責
任
者

オ
コ
ナ
ー
氏
が
担
当
し
、
カ
ビ
そ
の
も
の
の
知
識
や
除
去
方
法
よ
り

も
、図
書
館
で
カ
ビ
被
害
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
ど
う
対
応
す
る
か
、

と
い
っ
た
管
理
運
営
面
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
カ
ビ
発
見
時
に
ま

ず
す
べ
き
こ
と
は
種
類
の
同
定
で
は
な
く
「
湿
度
を
下
げ
る
こ
と
」、

カ
ビ
被
害
の
広
報
で
は
何
を
失
っ
た
か
で
は
な
く
「
何
を
救
っ
た
か

を
語
れ
」な
ど
、図
書
館
員
に
役
立
つ
実
践
情
報
満
載
の
講
義
で
あ
っ

た
。
誌
面
の
都
合
で
詳
し
く
紹
介
で
き
な
い
が
、
全
講
義
資
料
は
、

資
料
保
存
コ
ア
活
動
、
資
料
保
存
分
科
会
関
連
会
議

共
通
の
悩
み
に
、
固
有
の
問
題
に
、
知
恵
を
出
し
合
う 

小
林　

直
子
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後
日
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
な

の
で
、
そ
れ
を
待
た
れ
た
い
（
掲
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
未

定
）。

　

参
加
者
は
六
〇
名
弱
で
、
七
割
が
南
ア
の
図

書
館
・
文
書
館
・
博
物
館
等
か
ら
、
残
り
が
主

催
者
団
体
の
関
係
者
。
筆
者
は
資
料
保
存
分
科

会
常
任
委
員
会
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。
ダ
ー

バ
ン
地
域
は
治
安
が
悪
い
た
め
、
参
加
者
は
ホ

テ
ル
に
缶
詰
め
で
寝
食
を
共
に
し
、
会
議
時
間

以
外
に
も
互
い
の
悩
み
を
話
し
合
い
知
恵
を
求
め
あ
う
、
さ
な
が
ら

「
資
料
保
存
合
宿
」
の
よ
う
な
二
泊
三
日
で
あ
っ
た
。

資
料
保
存
関
連
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

大
会
期
間
中
に
は
、
資
料
保
存
コ
ア
活
動
（
二
〇
日
午
前
）、
資

料
保
存
分
科
会
（
二
二
日
午
後
）
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
ア
フ
リ
カ
に
焦
点
を
当
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
に
あ
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
存
す
る
様
々
な

活
動
が
報
告
さ
れ
た
。
コ
ア
活
動
の
方
は
特
に
録
音
映
像
資
料
と
口

承
伝
承
の
保
存
に
焦
点
を
当
て
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
保
存
の
事
例
が
多
く
紹
介
さ
れ
た
。
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
は

植
民
地
で
あ
っ
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
地
元
の
歴
史
資
料
や
抵
抗
運
動

の
記
録
な
ど
が
公
式
に
引
き
継
が
れ
て
お
ら
ず
、
保
存
の
技
術
・
手

法
の
問
題
以
前
に
「
保
存
し
た
い
も
の
を
入
手
す
る
苦
労
」
が
語
ら

れ
た
こ
と
が
印
象
深
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

分
科
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
二
二
日
午
後
）
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
国
立
図
書
館
に
よ
る
被
災
資
料
の
復
旧
処
置
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
に

関
す
る
興
味
深
い
事
例
報
告
が
あ
っ
た
。

資
料
保
存
コ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
長
会
議

　

資
料
保
存
コ
ア
活
動
は
、
世
界
各
地
の
国
立
図
書
館
等
に
置
か

れ
た
一
二
の
セ
ン
タ
ー
（
国
際
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
一
一
の
地
域
セ
ン

タ
ー
）
が
核
と
な
っ
て
資
料
の
保
存
の
た
め
の
世
界
的
な
協
力
に
取

り
組
む
活
動
体
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
長
は
、
保
存
政
策
を
扱
う
役
職

者
で
あ
る
（
後
述
の
資
料
保
存
分
科
会
常
任
委
員
会
は
資
料
保
存
の

専
門
家
（
個
人
）
の
集
ま
り
）。
二
一
日
午
後
に
開
か
れ
た
セ
ン
タ
ー

長
会
議
に
は
、日
本
か
ら
は
、坂
本
博
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
（
収

集
部
司
書
監
）
と
筆
者
が
出
席
し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
は
一
二
名
中
七

名
（
代
理
も
含
む
）
と
、
集
ま
り
は
よ
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、

出
席
し
た
各
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　

バ
リ
ラ
国
際
セ
ン
タ
ー
長（
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
）か
ら
は
、「
他

の
国
際
会
議
を
利
用
し
て
、
可
能
な
限
り
セ
ン
タ
ー
長
同
士
が
直
接

会
っ
て
話
し
合
う
機
会
を
作
り
た
い
。」
と
の
提
案
が
あ
り
、
出
席

者
の
大
方
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
。

　

さ
し
あ
た
り
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
が
参
加
を
求
め
ら
れ
る
の

は
、
来
春
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
予
定
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
国
際
新
聞
会
議

と
な
る
。
各
セ
ン
タ
ー
が
互
い
の
活
動
を
参
考
に
し
つ
つ
、
担
当
地

域
に
お
け
る
保
存
協
力
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
実

際
に
会
っ
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
何
よ
り
で
あ
ろ
う
。
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資
料
保
存
分
科
会
常
任
委
員
会

　

大
会
期
間
直
前
直
後
の
八
月
一
八
日
、
二
四
日
に
は
常
任
委
員
会

が
開
か
れ
て
十
数
人
の
委
員
が
集
ま
り
、
資
料
保
存
コ
ア
活
動
の
国

際
セ
ン
タ
ー
長
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
今
回
は
役
員

改
選
期
に
あ
た
り
、
委
員
長
は
二
期
四
年
務
め
た
グ
ウ
ィ
ン
氏

（
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
図
書
館
・
下
写
真
右
）
か
ら
事
務
局
長
だ
っ
た

ク
ル
ヘ
ド
氏
（
ウ
プ
サ
ラ
大
学
図
書
館
・
下
写
真
左
）
に
、
事
務
局

長
が
ク
ル
ヘ
ド
氏
か
ら
ウ
ェ
ル
ハ
イ
ザ
氏（
ト
ロ
ン
ト
公
共
図
書
館
）

に
交
代
し
た
。
な
お
、
グ
ウ
ィ
ン
氏
は
、
新
た
に
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
専
門
委

員
会
の
委
員
長
と
な
っ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
主
に
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
年
次
大
会
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
等
の
企
画
を
話
し
合
う
。
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
と
魅
力
的
な
講

師
を
選
べ
ば
多
く
の
参
加
者
を
得
て
広
く
資
料
保
存
活
動
を
促
進
す

る
契
機
と
な
る
た
め
、
常
任
委
員
は
日
頃
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

テ
ー
マ
を
探
し
て
い
る
。
実
は
、
年
次
大
会
で
は
講
師
の
招
へ
い
費

用
が
出
な
い
の
で
、
講
師
自
身
が
旅
費
等
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
会
合
の
テ
ー
マ
に
最
適
の
講
師
の
参
加
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
今
回
の
プ
レ
コ
ン
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
（
途
上
国
の

図
書
館
振
興
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
コ
ア
活
動
）
か
ら
の
援
助

が
得
ら
れ
た
た
め
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
第
一
人
者
を
遠
方
か
ら
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
幸
運
な
例
外
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
大

会
全
体
に
関
わ
る
こ
と
だ
と
意
見
が
一
致
し
、
委
員
長
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
上
層
部
に
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

次
回
の
ケ
ベ
ッ
ク
大
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ
分
科
会
と
共
催
で
「
ボ
ー
ン

デ
ジ
タ
ル
資
料
の
保
存
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
。電
子
情
報
保
存
の
政
策
的
な
課
題
を
扱
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
の
具
体
的
な
保
存
対
策
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
二
本
立
て
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
発
表
者
は
こ
の
時
点
で

は
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
当
館
か
ら
の
貢
献
可
能
性
も
あ
り
そ
う
な
の

で
、
そ
の
後
館
内
の
関
係
部
署
と
検
討
を
始
め
て
い
る
。
直
近
で
は

来
年
三
月
に
ス
イ
ス
で
の
中
間
会
議
（
年
次
大
会
以
外
の
時
期
に
行

う
分
科
会
の
会
合
）、
ま
た
次
回
大
会
の
直
前
に
は
カ
ナ
ダ
国
立
図

書
館
・
文
書
館
と
共
催
の
プ
レ
コ

ン
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

常
任
委
員
会
で
は
個
人
の
専
門

家
と
、
セ
ン
タ
ー
長
会
議
で
は
国

立
図
書
館
の
保
存
管
理
者
と
、
そ

し
て
プ
レ
コ
ン
で
は
図
書
館
以

外
で
保
存
に
携
わ
る
人
々
と
も
意

見
を
交
わ
し
、
そ
の
ど
れ
も
が
自

分
の
仕
事
の
糧
と
な
っ
た
。
直
接

会
っ
て
情
報
や
経
験
を
分
か
ち
合

う
こ
と
で
互
い
の
活
動
が
よ
り
豊

か
に
な
る
、
と
い
う
実
感
が
得
ら

れ
た
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

（
こ
ば
や
し
な
お
こ

収
集
部
資
料
保
存
課
課
長
補
佐
）
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ダーバンお土産事情
　アパルトヘイト撤廃から10年以上経つが、社

会のひずみはそう簡単に修復されるものではな

いらしい。地元では失業率が40％といわれ、強

盗やひったくりが日常茶飯事だとも聞いた。

　IFLAの外国人参加者もあらゆる機会に―ホ

テルのフロント係に、送迎バスのドライバー

に、地元の参加者に―「昼間でも決して外を

歩いてはいけない」と注意された。大会会場

と市内主要ホテルとの間をIFLA送迎バスが結

び、参加者はそれで移動するしかなく、空き時間に街に出て土産物を探し

たり、地元の食を楽しんだりする自由はない。

　とはいえ、遠い異国に仕事に来て、家族や同僚にお土産を求めたいのは

人情である。そこで用意されたのが、展示会場内土産物コーナー。各国の

図書館や書店、情報関連企業のブースが軒を連ねる広い場内に数箇所、こ

んな土産物屋が点在している。鮮やかなビーズ細工を品定めする参加者の

目は真剣そのもの！ （小林）

図書館車プロジェクト　SAPESI
　南アフリカでは、10万キロ走った車も十分現役として活躍している。日
本で務めを終えた図書館車を送ってもらい、役立てられないか？との発想

が、SAPESI（South African Primary Education Support Initiative）の活

動として実を結んだ。2006年に南アのNPOとして活動を開始し、現在、

20台の図書館車（写真）が 4 つの州の学校等を巡回している。車には司書

が乗り込み、先生に本を貸し出し、生徒への指導方法をアドバイスする。

初等教育がようやく根付いてきた南アで、本と子どもたちを最初に結びつ

ける有効な手段である。

　18日の夕刻、SAPESIの蓮

沼代表、日名さん、武藤さ

んとの交流会が企画され、

日本からのIFLA参加者総勢

20名が出席した。熱いプレ

ゼンと現地で安全に過ごす

ための親切なアドバイスに

深く感謝する。 （中井）

南アフリカ点描
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今
回
の
参
加
に
は
主
に
三
つ
の
使
命
が
あ
っ
た
。
当
館
の
常
任
委

員
の
代
理
と
し
て
書
誌
分
科
会
常
任
委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
、
本

会
議
で
開
か
れ
る
書
誌
情
報
に
関
連
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
べ
く

多
く
参
加
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
急
遽
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
追
加
さ
れ
た

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
保
存
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

当
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
況
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

書
誌
分
科
会
常
任
委
員
会

　

書
誌
分
科
会
は
書
誌
調
整
部
会
（
第
四
部
会
）
に
属
し
、
特
に

全
国
書
誌
の
改
善
や
標
準
化
に
注
力
し
て
い
る
分
科
会
で
あ
る
。
八

月
一
八
日
お
よ
び
二
四
日
に
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

目
下
の
テ
ー
マ
は
、
電
子
的
全
国
書
誌
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
全
国
書
誌
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
で
あ
る
。
収
録
対
象
、
そ
の
発
行
形
態
と
も
ど
も
デ
ジ
タ
ル

と
な
っ
て
い
く
全
国
書
誌
に
つ
い
て
、意
義
、選
択
基
準
、書
誌
デ
ー

タ
の
レ
ベ
ル
、
出
版
者
と
の
協
力
、
作
成
指
針
、
電
子
的
な
提
供
の

要
件
等
の
指
針
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
大
会
の
会
期

中
も
グ
ル
ー
プ
の
討
議
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
七
年
中
に
常
任
委
員
会

で
草
案
を
固
め
、
二
〇
〇
八
年
前
半
に
世
界
レ
ビ
ュ
ー
を
経
て
完
成

さ
せ
る
と
の
日
程
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
全
国
書
誌
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
の
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
成
功
裡
に
終
了
し
、
事
前
に
行
っ
た
ア
フ
リ
カ

各
国
立
図
書
館
の
調
査
結
果
も
公
表
さ
れ
た
。
な
お
、
今
回
、
議
長

の
改
選
が
あ
り
、
ウ
ィ
ギ
ン
ズ
氏
（
米
国
議
会
図
書
館
。
以
下
、
Ｌ

Ｃ
）
が
議
長
に
、
ル
ポ
ヴ
ィ
チ
氏
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
）
が

事
務
局
長
に
就
任
し
た
。
書
誌
調
整
部
会
に
お
い
て
も
部
会
長
が

テ
ィ
レ
ッ
ト
氏
（
Ｌ
Ｃ
）
か
ら
、
ダ
ン
ド
リ
ー
氏
（
ス
イ
ス
国
立
図

書
館
）
に
交
替
し
た
。

書
誌
関
係
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

書
誌
調
整
部
会
お
よ
び
そ
の
四
つ
の
分
科
会
（
書
誌
、
目
録
、
分

類
・
索
引
お
よ
び
知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
ほ
か
に
、
国
立
図
書
館
、

書
誌
、
分
類
・
索
引
の
三
分
科
会
合
同
の
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
全
国

書
誌
再
考
」
と
題
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
書
誌
標
準
に

関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ―

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
同
盟
）
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
書

誌
関
係
で
は
七
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
目
録
専
門

書
誌
分
科
会
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
全
国
書
誌
へ 

中
井　

万
知
子
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家
会
議
の
成
果
が
、「
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
目
録
原
則―

国

際
目
録
規
則
に
向
け
て

４
」
と
し
て
八
月
に

出
版
さ
れ
た
た
め
、
そ

の
発
表
が
あ
っ
た
出
版

分
科
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

も
出
席
し
た
（
写
真
）。

本
書
は
、
英
・
中
・
日
・

韓
の
四
か
国
語
の
翻
訳

が
併
記
さ
れ
て
お
り
、

日
本
語
訳
は
、
当
館

書
誌
部
が
窓
口
と
な
っ

て
、
国
内
の
専
門
家
に

も
協
力
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
書
誌
情
報
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
第
二
号
に
紹
介
し
て
い
る
。

（http://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/library/data/bib_new

sletter/
index.htm

l

）

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
保
存
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

七
月
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
国
立

図
書
館
か
ら
、
非
公
式
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
へ
の
呼
び
か
け
が
、
Ｉ
Ｆ

Ｌ
Ａ
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
運
営
に
関
心
を
持
つ
図
書
館
が
情
報
交
換
を
す
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
八
月
二
二
日
に
開
催
す
る
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
希
望
す
る
図
書
館
は
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
と
の
誘
い
で
あ
っ
た
。

　

電
子
図
書
館
事
業
を
推
進
中
で
あ
る
当
館
も
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し

て
名
乗
り
を
上
げ
、「
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

事
業
の
現
状
」と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。全
一
二
機
関（
次
頁
表
）が
、

一
〇
分
間
ず
つ
そ
れ

ぞ
れ
の
取
組
み
を

報
告
、
午
後
一
時
半

か
ら
五
時
ま
で
の

長
時
間
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
が
、
常

時
七
、八
〇
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
の
ア
ー
カ

イ
ブ
の
現
在
を
知
る

よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

司
会
の
ヴ
ェ
イ
ン

ハ
ー
デ
ン
氏
（
オ
ラ

ン
ダ
）
と
ギ
ャ
テ
ン

ビ
ー
氏
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）
は
、
デ
ジ

タ
ル
情
報
の
保
存
の

出版を記念して、左から
グー

氏（中国国家図書館）、ティレッ
ト氏（LC）、イ氏（韓国国立中央図書館）、筆者。

報告資料から

��������� ��������������������������������

�������� �����������������������������������������

����������������������
�������������������������
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発
達
段
階
を
、
調
査
、
状
況
精

査
、
実
験
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
作

成
、
開
発
・
調
達
、
実
装
、
実

運
用
の
七
つ
の
段
階
に
区
分

し
、
報
告
者
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
終
了
後
に
自
分
た
ち
が

ど
の
段
階
に
あ
る
の
か
を
自
己

申
請
し
た
。
当
館
の
場
合
は
、

平
成
二
一
年
度
の
稼
働
を
目
標

と
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
発
・
調
達
段
階
で
あ
る

と
申
請
し
た
。
し
か
し
、
保
存
用
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、
複
数
の

長
期
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
、
英
国
、
米
国

と
い
っ
た
国
々
に
追
い
つ
く
た
め
に
は
ま
だ
道
の
り
が
あ
る
。
着
実

に
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

 

（
な
か
い　

ま
ち
こ　

書
誌
部
副
部
長
）

ズールー族の人たち
　開会式会場入口では、民族衣装を身に着けたズールー族の人たちが
私たちを迎えてくれた。ダーバンのあるクワズール・ナタール州は、
かつてズールー王国があった地域である。大会期間中、IFLAの主催
によりダーバン郊外の見晴らしがよい丘の上でズールー族の生活の紹
介、踊りの披露があった。楯や槍を振りかざし土埃を舞い上げての踊
りはとても迫力があり、かつて強力な軍事力を誇っていた民族だとい
うことを改めて実感した。 （藤巻）

発表機関（発表順）

南アフリカ国立図書館
英国図書館
カナダ図書館・公文書館
ドイツ国立図書館
チェコ国立図書館
オランダ国立図書館
エジプト国立図書館・公文書館
スウェーデン国立図書館
オーストラリア国立図書館
英国王立盲人協会
国立国会図書館
米国議会図書館

南アフリカ点描
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筆
者
は
、
児
童
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会
の
常
任
委
員

会
委
員
と
し
て
、
同
常
任
委
員
会
お
よ
び
関
連
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
等
に
出
席
し
た
。

常
任
委
員
会

　

今
年
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
委
員
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

投
票
に
お
い
て
、
委
員
長
に
は
ボ
ン
氏
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
事
務
局
長

に
は
キ
ニ
ョ
ー
ネ
ス
氏
（
フ
ラ
ン
ス
）
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

前
委
員
長
の
ス
ト
リ
セ
ビ
ッ
チ
氏
（
ク
ロ
ア
チ
ア
）
は
読
書
分
科
会

の
委
員
長
に
就
任
し
た
。

　

委
員
会
は
、
八
月
一
八
日
、
二
一
日
（
臨
時
）、
二
四
日
の
三
回

開
催
さ
れ
た
。
お
も
な
話
題
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
多
文
化
社
会
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
、
読
書
分
科
会
と
の

共
催
に
よ
り
、「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
革
新
的
な
多
文
化
サ
ー
ビ

ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
八
月
一
五
日

〜
一
七
日　

プ
レ
ト
リ
ア
）
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
の
報
告
者

で
あ
る
渡
辺
有
理
子
氏
（
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校

学
校
司
書
）
や
そ
の
ほ
か
の
発
表
ペ
ー
パ
ー
は
、
同
会
議
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（https://lib.tut.ac.za/ifla/

）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
乳
幼
児
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
完
成
し
（
英
・
仏
・
西
・

露
の
各
国
語
版
）
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
発
表
さ
れ
た
。

（
３
）
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に
つ
い

て
は
、
二
一
日
の
臨
時
常
任
委
員
会
で
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。
ケ

ベ
ッ
ク
大
会
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

（
４
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
児
童
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
声
明
の
草
案
の

検
討
で
は
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
問
題
を
中
心
に
、チ
ャ
ッ
ト
、ゲ
ー

ム
の
許
可
、
使
用
時
間
制
限
に
つ
い
て
な
ど
の
活
発
な
議
論
が
あ
っ

た
。
読
書
分
科
会
、
理
事
会
で
も
議
論
さ
れ
、
第
二
稿
は
ミ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
二
〇
〇
八
年
三
月
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開

催
）
で
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
５
）「
児
童
青
少
年
図
書
館
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
の
改
訂
三
版
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
・
ヤ
ン

グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会
の
戦
略
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

（
６
）
そ
の
他
、
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
記
念
文
学
賞
へ
の
推
薦
、
覚
書

に
基
づ
く
国
際
児
童
図
書
評
議
会（
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）・
国
際
読
書
協
会（
Ｉ

Ｒ
Ａ
）
と
の
協
力
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
児
童
図
書
展
、
韓
国
国
立
子

供
青
少
年
図
書
館
の
開
館
一
周
年
記
念
行
事
等
へ
の
参
加
な
ど
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

児
童
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会

多
様
性
を
包
み
込
む
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て 

佐
藤　

尚
子
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オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

児
童
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会
は
、
単
独
で
の
開
催

の
ほ
か
、
多
文
化
社
会
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
、
盲
人
図
書
館
分

科
会
と
も
共
催
で
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
通
常
行
わ
れ

る
図
書
館
見
学
会
が
開
か
れ
ず
、
地
元
の
図
書
館
で
の
児
童
サ
ー
ビ

ス
の
実
際
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で

様
々
な
切
り
口
か
ら
児
童
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
充

実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

●
五
周
年
を
迎
え
た
国
際
児
童
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ
が
今
年
で
五
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、「
児
童

書
を
通
し
て
世
界
の
豊
か
さ
と
多
様
性
を
学
び
理
解
す
る
」
と
い

う
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
現

在
世
界
五
〇
か
国
の
四
二
言
語
に
よ
る

約
二
千
冊
の
児
童
書
が
電
子
化
さ
れ
て

お
り
、
一
四
言
語
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

で
検
索
し
本
の
内
容
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
事
業
の
中
核
を
担
っ
て
き

た
ウ
ィ
ー
ク
ス
教
授
（
米
国
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
大
学　

写
真
）
に
よ
る
講
演
に
続

き
、
世
界
各
地
の
学
校
や
図
書
館
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ
を
使
っ
た
実
践
が
報
告
さ
れ

た
。
特
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ク
ロ
ア
チ

ア
な
ど
か
ら
の
映
像
を
交
え
て
の
紹
介

が
好
評
で
あ
っ
た
。

●
図
書
館
に
お
け
る
多
言
語
家
族
へ
の
多
言
語
サ
ー
ビ
ス

　

二
一
日
に
は
、
多
文
化
社
会
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
と
共
催
し

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
読
書
に
よ
る
認
知
発
達
・
学
習
達

成
、
母
語
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
講
演
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
家
族
の
た
め
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
南
ア
フ
リ

カ
の
多
文
化
・
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
児
童
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
実
践
報
告
が
あ
っ
た
。

　

今
大
会
で
数
少
な
い
日
本
か
ら
の
発
表
と
し
て
、依
田
和
子
氏（
よ

こ
は
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
）
は
、「
日
本
に
お
け
る
多
言
語

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」
と
題
し
て
、
日
本
に
お
け
る
多
文
化
サ
ー
ビ
ス

の
歴
史
、
児
童
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
国
際
理
解
の
促

進
を
設
立
趣
旨
と
す
る
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
活

動
、
同
館
の
豊
富
な
外
国
語
児
童
書
を
展
示
な
ど
に
利
用
す
る
神
奈

川
県
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
多
文
化
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
た
。

●
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

　

二
二
日
に
は
、
公
共
・
学
校
図
書
館
部
会
に
よ
り
、
公
共
図
書
館

は
い
か
に
全
住
民
に
手
を
差
し
伸
べ
て
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
い
う
課
題

に
取
り
組
む
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
バ
ー
ン
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長
に
よ
る
社
会
的
多
様
性
へ
の

図
書
館
の
対
応
に
つ
い
て
の
講
演
の
後
、
①
民
主
主
義
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
、
②
情
報
格
差
の
架
け
橋
、
③
読
む
権

利
、
④
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
図
書
館
の
四
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
ら

れ
、二
〇
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。「
読
む
権
利
」パ
ー
ト（
次
頁
上
写
真
）

の
冒
頭
に
お
い
て
、
ス
ト
リ
セ
ビ
ッ
チ
前
委
員
長
か
ら
新
し
く
作
成
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し
た
乳
幼
児
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

乳
幼
児
（
〇
歳
児
か
ら
三
歳
児
ま
で
）
と

そ
の
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
と
目
標
が
述
べ
ら
れ
た
こ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の

「
児
童
の
人
格
、
才
能
並
び
に
精
神
的
及
び

身
体
的
な
能
力
を
そ
の
可
能
な
最
大
限
度
ま

で
発
達
さ
せ
る
」（
第
二
十
九
条
）
と
い
う

目
標
の
た
め
、
第
三
部
会
（
七
分
科
会
）
全

体
の
協
力
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

児
童
図
書
館
に
は
、
子
ど
も
に
積
極
的
な

社
会
参
加
を
促
す
役
割
が
あ
る
。
社
会
参
加
に
必
要
な
識
字
能
力
、

生
涯
を
通
じ
て
学
習
す
る
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の

能
力
は
、
早
期
の
子
ど
も
の
家
庭
や
環
境
に
根
ざ
し
て
い
る
。
脳
の

発
達
に
関
す
る
研
究
に
よ
る
と
、幼
い
う
ち
に
読
み
聞
か
せ
（
音
読
）

な
ど
で
言
葉
や
韻
文
、
音
楽
や
動
き
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

居
心
地
の
よ
い
環
境
で
、
幼
児
を
膝
に
乗
せ
て
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
り
、
保
育
者

に
子
育
て
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
図
書
館
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
任
務
で
あ
る
。

　

氏
は
、
以
上
の
よ
う
に
乳
幼
児
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
た
。

●
印
刷
字
の
読
め
な
い
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
優
良
事
例

　

盲
人
図
書
館
分
科
会
と
の
共
催
の
二
三
日
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
公
共
図
書
館

に
お
け
る
様
々
な
形
態
の
資
料
を
用
い
た
サ
ー
ビ

ス
の
実
践
、
著
作
権
法
改
正
に
よ
り
原
作
の
改
変

が
可
能
と
な
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
「
さ
わ
る

絵
本
」
製
作
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
の

た
め
の
開
発
志
向
型
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
視
覚
障
害
の
幼
児
の
た
め
の
「
さ
わ

る
絵
本
」（
下
写
真
）
貸
出
用
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

構
築
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

全
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
わ
た
り
、
地
元
ア
フ
リ
カ
の
児
童
サ
ー
ビ
ス
へ

の
熱
意
と
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
開
発
途
上

国
へ
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
と
す
る
欧
米
諸
国
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る

大
会
で
あ
っ
た
。

　

ケ
ベ
ッ
ク
大
会
で
は
、
運
営
経
費
や
蔵
書
構
築
、
人
的
資
源
な
ど

児
童
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
様
々
な
問
題
へ
の
対
応
を
テ
ー
マ
と
し
て

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
乳
幼
児
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
中
心
と
し
た
オ
フ
サ
イ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
い
て
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
公
共
図
書

館
分
科
会
、
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
科
会
等
と
の
協
力
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 

（
さ
と
う　

な
お
こ　

関
西
館
収
集
整
理
課
長
）
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開
会
式
が
行
わ
れ
た
八
月
一
九
日
の
午
後
、
ラ
ッ
ク
ス
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

次
期
会
長
の
司
会
に
よ
り
「
図
書
館
と
知
識
社
会
」
と
題
し
て
ユ
ネ

ス
コ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。約
一
二
〇
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

初
め
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
カ
ー
ン
事
務
局
長
補
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）
か
ら
、「
知
識
社
会
の
構
築
」

に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
、
情
報
の
蓄
積
で
あ
る
知
識
の
重
要
性
が

示
さ
れ
た
。
知
識
に
よ
っ
て
、
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
る
一
方
、
無
知

に
よ
っ
て
、
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
社
会
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

知
識
は
、
保
存
、
普
及
、
そ
し
て
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
カ
ー
ン
氏
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
と
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
と
の
協
力
関

係
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。国
連
世
界
情
報
社
会
サ
ミ
ッ
ト（
Ｗ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
に
関
し
て
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
採
択

さ
れ
た
行
動
計
画
の
実
現
の
た
め
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
電
子

図
書
館
に
関
し
て
は
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
文

化
的
・
言
語
的
多
様
性
を
有
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
増
進
、
ロ
ー
カ
ル
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
国
際
的
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
協
力
し
て
い
く
。

他
方
、
電
子
図
書
館
の
課
題
と
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
可
能
性
、

多
言
語
主
義
、運
営
方
法
、資
金
調
達
、知
的
所
有
権
、メ
タ
デ
ー
タ
、

長
期
的
保
存
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
図
書
館
の
た
め
の
標
準
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
・
出
版
、
図
書
館
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

な
ど
で
も
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
存
に
関
し
て
は
、「
世

界
の
記
憶
（M

em
ory of the W

orld

）」
事
業
お
よ
び
「
デ
ジ
タ

ル
遺
産
の
保
存
に
関
す
る
憲
章
」が
紹
介
さ
れ
た
。ユ
ネ
ス
コ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、「
世
界
の
記
憶
」
に
は
、
一
七
八
九
年
の
人

権
宣
言
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
聖
典
リ
グ
＝
ヴ
ェ
ー
ダ
、
各
国
の
歴
史
的

文
書
類
な
ど
、
約
七
〇
か
国
か
ら
お
よ
そ
一
六
〇
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

カ
ー
ン
氏
の
報
告
の
後
、
バ
ー
ン
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長
か
ら
、
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
な
ど
に
対
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
と
ユ
ネ
ス
コ
と
の
協
力
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
、
ラ
ッ
ク
ス
氏
か
ら
は
、
情
報
社
会
に
対
す
る
ユ
ネ
ス
コ

の
さ
ら
な
る
貢
献
を
期
待
す
る
発
言
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
大
会
後
の
一
〇
月
一
七
日
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
お

い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
と
米
国
議
会
図
書
館
が
共
同
で
世
界
電
子
図
書
館

（
Ｗ
Ｄ
Ｌ
）
を
設
立
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｄ
Ｌ
に
は
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
も
企
画
段
階
か
ら
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

長
尾
館
長
は
、
こ
の
大
会
に
先
立
ち
八
月
一
六
日
か
ら
一
七
日
に

か
け
て
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
を
訪
問
し
、松
浦
晃
一
郎
事
務
局
長
、

カ
ー
ン
氏
ら
と
Ｗ
Ｄ
Ｌ
、「
世
界
の
記
憶
」な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
と
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
、
図
書
館
界
と
の
関
係
の
深
さ
を
再
認
識

し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

 
（
ふ
じ
ま
き　

ま
さ
と　

主
題
情
報
部
政
治
史
料
課
主
査
）

ユ
ネ
ス
コ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

知
識
社
会
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
と
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
協
力 

藤
巻　

正
人



561号／2007⑫国立国会図書館月報 ― 22 ―

シティーホールの市立図書館
　外に出られるのは、ホテルと会議場の往復と、せいぜいレセプション会場への送
迎の護送バス、という「かごの鳥」状態。図書館見学も、出席するセッションとの
折り合いがつかなくて申込みもできず…。
　でもせっかくこんな遠い国までやってきて、図書館を見ずに帰るなんて！と、明
日帰国という日の午後、やっと街までくり出しました。
　あれ？でもどこかで見たような建物…。そうでした。ここは大会行事のカルチュ
ラル・ガーラ（文化的催し）が開催されたシティーホール。英国植民地時代の面影
を残すモダンルネッサンス様式の建物の、その 1階に市立図書館があるのです。
　 2階にはダーバン自然科学博物館（写真 1）、 3階にはダーバン美術館が同居して
います。まず、実物大？のティラノザウルスの模型が見下ろす博物館と、近現代の
絵画・彫刻などが飾られた美術館を鑑賞（無料）した後、1階の図書館（写真 2、3）へ。
　ここは大規模な貸出図書館で、英語、アフリカーンス語、ズールー語などの約
40万冊の図書や音楽CD、DVDなどを所蔵しているそう。平日は10時～17時、土曜
は 8時半～13時に開館。特に案内をお願いしたわけではなかったのですが、イン
ド系と思われる男性の司書が、私たちが日本から来たと知ると、「日本についての
とてもよい本がある。」と、一生懸命探してくれました。ジュニアコーナー（写真
4）の方に移動していた私たちを追いかけてきて見せてくれたその本は『瀬戸内海
の魚』。日本の家族の三世代を描いたものだそうで、残念ながら知らない本でしたが、
こんな遠い国でも本を通じて日本とつながっているのだなぁ、という思いがこみ上
げてきました。 （佐藤）

写真1 写真2

写真3 写真4

南アフリカ点描
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支
部
図
書
館
・
協
力
課
協
力
係
は
、
担
当
補
佐
を

含
め
て
六
人
の
係
で
す
。
国
内
外
の
図
書
館
と
の
協

力
に
関
す
る
企
画
・
調
整
の
事
務
、
外
国
か
ら
の
お

客
様
の
接
遇
、
外
国
語
に
よ
る
広
報
等
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
実
体
は
…
時
に
は
会
議
の
準
備
を
受
け
持
つ

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
時
に
は
会

場
設
営
の
た
め
に
額
に
汗
し
て
肉
体

労
働
に
励
む
ガ
テ
ン
系
、
時
に
は
外
国

の
お
客
様
に
館
内
を
案
内
す
る
ガ
イ

ド
、
時
に
は
お
招
き
し
た
お
客
様
の
旅

行
日
程
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
旅
行
社
、
時

に
は
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
記
事
を
英
訳
す
る
翻
訳

家
、
時
に
は
英
文
広
報
誌
の
編
集
者

…
一
人
何
役
も
掛
け
持
ち
し
な
が
ら

慌
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
に
関
す
る
こ
と
も
協
力

係
の
業
務
で
す
。
巻
頭
で
紹
介
し
た
ダ
ー
バ
ン
大
会

に
お
い
て
も
、
代
表
団
参
加
の
陰
に
、
協
力
係
の
苦

労
の
日
々
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
で
は
、
会
議
の
概
要
を
ま
と
め

た
資
料
作
成
、
参
加
登
録
、
現
地
情
報
の
収
集
、
発

表
原
稿
の
英
訳
の
お
手
伝
い
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
サ
イ
ト

や
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
等
に
よ
る
会
議
情
報
の
収
集
等

様
々
な
仕
事
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
国
か
ら

の
参
加
者
と
の
懇
談
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。一
見
単
純
な
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、実
は
案
外
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
曲
者
な
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
参
加
登
録
は
、
必
要
な
情
報
を
記
入

し
た
申
込
用
紙
を
事
務
局
あ
て
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
送
信
す
れ
ば
登
録
完
了
…
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
さ
に
あ
ら
ず
。
海
外
の
事

務
局
と
の
連
絡
で
思
っ
た
よ
う
に

事
が
進
ま
ず
、
何
度
も
何
度
も
同

じ
よ
う
な
や
り
と
り
を
繰
り
返
す

「
参
加
登
録
地
獄
」
が
待
ち
受
け

て
い
ま
し
た
。
も
は
や
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
や
電
子
メ
ー
ル
で
は
ら
ち
が

あ
か
ず
、
電
話
で
の
直
接
交
渉
に

及
び
、
英
語
で
丁
丁
発
止
の
や
り

取
り
を
繰
り
広
げ
、
ど
う
な
る
こ

と
か
と
気
を
揉
む
日
々
も
あ
り
ま

し
た
。
様
々
な
通
信
手
段
に
よ
る

幾
度
に
も
渡
る
交
渉
の
結
果
、
や
っ
と
正
し
く
参
加

者
登
録
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
き
に
は
、
一

同
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
も
の
で
す
。

　

色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
終
わ
り
よ
け
れ

ば
す
べ
て
良
し
。
ダ
ー
バ
ン
大
会
が
成
功
裏
に
終
了

し
た
こ
と
を
喜
び
つ
つ
、
二
〇
〇
八
年
ケ
ベ
ッ
ク
大

会
の
準
備
に
既
に
走
り
出
し
て
い
ま
す
。

（
支
部
図
書
館
・
協
力
課
協
力
係　

目
印
は
パ
グ
）

第
一
五
一
回　

本
の
中
の
「
お
り
が
み
」

 

平
成
一
九
年
一
二
月
二
〇
日
（
木
）
か
ら　

 

平
成
二
〇
年　

二
月
一
九
日
（
火
）
ま
で　

 

於　

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前
（
東
京
本
館
）

　

詳
細
は
本
誌
五
六
〇
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」の
な
か
に
あ
る「
常
設
展
示
」の
コ
ー
ナ
ー

に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

（http://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/gallery/perm

anent/
index.htm

l

）

　

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム
「
本
を

魅
せ
る 

常
設
展
示
案
内
」
が
あ
り
ま
す
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ
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平
成
一
九
年
九
月
二
六
日
、
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
）
に
お
い

て
、
第
四
八
回
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
が
、
審
議
会
委
員
九
名

の
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。
今
回
か
ら
新
た
に
、
九
州
大
学
理
事
・

副
学
長
の
有
川
節
夫
氏
が
委
員
に
就
任
し
た
。
当
館
か
ら
は
、
長
尾
真
館

長
、
生
𠩤
至
剛
副
館
長
ほ
か
一
四
名
が
出
席
し
た
。

　

長
尾
館
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
有
川
委

員
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
長
か
ら
、
委
員
長
代
理
と
し

て
名
和
小
太
郎
委
員
が
指
名
さ
れ
た
。

　

続
い
て
当
館
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
現
状
と
課
題―

科

学
技
術
情
報
の
流
通
・
蓄
積
の
視
点
か
ら―

」
に
つ
い
て
報
告
し
、
懇
談

を
行
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
現
状
と
課
題

　

事
業
の
目
的
お
よ
び
進
捗
状
況
と
、
そ
の
要
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

情
報
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
）
収
集
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告

し
た
後
、
想
定
さ
れ
る
論
点
を
課
題
と
し
て
提
示
し
た
。
大
別
す
る
と
、

当
館
が
収
集
・
保
存
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
範
囲
と
優
先
順
位
、

関
係
機
関
と
の
役
割
（
機
能
）
分
担
の
あ
り
方
、
著
作
権
処
理
（
権
利
許

諾
）
の
円
滑
化
の
三
点
で
あ
る
。

　

報
告
を
受
け
て
、
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

・ 

す
べ
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
国
立
国
会
図
書
館
が
網
羅
的
に

収
集
・
提
供
す
る
と
、
他
機
関
の
電
子
情
報
を
作
成
・
提
供
す
る
姿

デジタルアーカイブの現状と課題
―第48回科学技術関係資料整備審議会の開催―
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勢
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
。
各
機
関
の
姿
勢
を
尊
重
す
る
協
調

型
の
仕
組
み
が
望
ま
し
い
。

　

・ 

ア
ー
カ
イ
ブ
実
施
機
関
が
存
続
し
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
国
立
国

会
図
書
館
に
デ
ー
タ
移
管
す
る
制
度
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
、
現
時
点
で
は
雑
多
な
も
の
で
も
、
長
期

的
に
は
文
化
的
価
値
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
収
集
・
保
存
は
必
要

で
あ
る
。

　

・ 

長
期
保
存
を
、
単
独
で
は
な
く
他
国
・
他
機
関
と
連
携
し
て
行
う
方

法
も
あ
る
。
役
割
分
担
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
べ
き
。

　

・ 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
費
用
が
か
か
る
割
に
は
短
期
的
成
果
が

上
が
り
に
く
く
、
予
算
化
が
難
し
い
。
国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
日

本
全
体
と
し
て
、ア
ー
カ
イ
ブ
す
べ
き
も
の
の
設
計
図
を
描
く
こ
と
、

そ
の
た
め
の
国
全
体
の
予
算
枠
の
確
保
を
期
待
し
て
い
る
。

　

・ 

国
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
特
定
機
関
で
実
施
す
る
に
は

規
模
が
膨
大
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
、
今
後
の
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
検

討
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
審
議
会
は
終
了
し
た
。

 

（
主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課
）

◎
審
議
会
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
答
申
等
の
全
文
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ndl.go.jp/

）―

「
国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て
」―

「
審
議
会
・

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第48回科学技術関係資料整備審議会出席委員
＜委員長＞

有川　節夫 九州大学理事・副学長＊

＜委員＞　　

朝倉　均 国際医学情報センター理事長

沖村　憲樹 科学技術振興機構理事長

倉田　敬子 慶應義塾大学文学部教授

坂内　正夫 情報・システム研究機構国立情報学研究所長

塚原　修一 国立教育政策研究所高等教育研究部長

土屋　俊 千葉大学文学部教授

名和　小太郎 情報セキュリティ大学院大学特別研究員

藤木　完治 文部科学省大臣官房審議官

（以上敬称略、50音順、＊は新任）

有川節夫委員長
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小
誌
で
は
、今
後
の
編
集
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、平
成
一
九
年
七

月
に
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
約
九
〇
名
の
方
々
か
ら
ご
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
、
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

回
答
者
は
、
公
共
図
書
館
お
よ
び
大
学
図
書
館
の
方
が
全
体
の
三

分
の
二
以
上
で
し
た
。
内
訳
は
グ
ラ
フ
1
の
と
お
り
で
す
。「
ほ
ぼ

毎
号
読
む
」
方
が
七
割
以
上
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
な
く
冊
子
体
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
読
む
目
的
と
し
て
は
、「
業

務
に
役
立
て
る
た
め
」
が
七
割
、「
興
味
が
あ
る
か
ら
」
が
四
割
で

し
た
。

　

記
事
の
評
価
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ
2
の
よ
う
な
結
果
で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
や
刊
行
物
、
所
蔵
資
料
の
紹
介
が
「
役
に
立
つ
」「
興
味

が
あ
る｣

と
い
う
評
価
を
い
た
だ
く
一
方
で
、
会
議
や
出
張
の
報
告
、

「
月
例
報
告
」
中
の
法
規
改
正
や
人
事
異
動
の
報
告
を
改
善
す
べ
き

と
の
ご
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
読
み
た
い
記
事
と
し
て
は
、「
資
料
収
集
」「
資
料
保
存
」
な

ど
当
館
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
と
な
る
業
務
に
関
す
る
も
の
、

「
新
し
い
シ
ス
テ
ム
や
検
索
ツ
ー
ル
の
紹
介
」「
国
内
外
の
図
書
館
事

情
の
紹
介
」
な
ど
、
図
書
館
業
務
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
も
の
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
3
）。
専
門
的
な
事
項
や
背
景
に
つ
い
て

の
説
明
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
現
状
ど
お
り
Ａ
５
判
・
縦
書
き
で
よ
い

と
す
る
ご
意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
文
字
を
大
き

く
す
る
、
写
真
や
図
版
を
増
や
す
な
ど
読
み
や
す
さ
へ
の
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
す
る
際
は
横
書
き
の
ほ

う
が
見
や
す
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン

の
改
善
、
目
次
の
見
や
す
さ
向
上
に
つ
い
て
も
ご
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
は
、
昭
和
三
六
年
に
「＊

わ
が
図
書
館

の
目
的
、
方
針
お
よ
び
活
動
状
況
を
、
絶
え
ず
、
正
確
に
で
き
る
だ

け
広
く
報
告
す
る
」
た
め
に
創
刊
し
た
も
の
で
す
。
当
館
の
幅
広
い

業
務
内
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
伝
え
、
読
者
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な

内
容
と
魅
力
的
な
誌
面
づ
く
り
に
向
け
て
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

ふ
ま
え
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
誌
面
を
一
新
す
る
予
定
で
す
。
今
後

と
も
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

　

＊ 
岡
部
史
郎
「
創
刊
の
こ
と
ば
」　

国
立
国
会
図
書
館
月
報　

一
号　

一

ペ
ー
ジ
（
一
九
六
一
．
四
）

『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
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第
九
回
図
書
館
総
合
展

　

一
一
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

展
示
ホ
ー
ル
で
第
九
回
図
書
館
総
合
展
が
開
催
さ

れ
た
。
当
館
は
、
展
示
ブ
ー
ス
を
設
け
て
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
ほ
か
、「
日
本
で
一
番
大

き
い
図
書
館
に
行
っ
て
み
た
」
と
題
し
た
永
江
朗

氏
ほ
か
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
講
演
会
）、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
図
書
館
を　

国

立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

ツ
ー
ル
の
ご
案
内
」
を
行
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳

細
は
本
誌
五
六
三
（
平
成
二
〇
年
二
月
）
号
で
紹

介
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
度
「
国
立
国
会
図
書
館

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

九
月
一
九
日
、
関
西
館
大
会

議
室
で
、ま
た
一
○
月
三
一
日
、

東
京
本
館
新
館
講
堂
で
、
標
記

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
こ

れ
は
、
当
館
が
作
成
し
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹

介
す
る
催
し
で
、
関
西
館
で
は

初
の
開
催
で
あ
っ
た
。

　

関
西
館
で
は
二
二
四
名
の
参
加
が
あ
り
、
一
三
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
し
た
。
会
場

前
に
パ
ソ
コ
ン
三
台
を
設
置
し
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
来
場
者
の
質
問
に
回
答
し

た
。
希
望
者
に
は
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
一
六
一

名
が
総
合
閲
覧
室
や
書
庫
等
の
施
設
を
見
学
し
た
。

　

東
京
本
館
で
は
第
九
三
回
全
国
図
書
館
大
会
関

連
行
事
と
し
て
開
催
し
、
約
二
八
○
名
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
ポ
ー
タ
ル
（
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
）」
等
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行

わ
れ
た
。

　

今
後
も
、
当
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ
ン
テ
ン
ツ

を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
場
と
し
て

継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
資
料
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
（http://w

w
w
.ndl.go.jp/

jp/dbforum
/handouts.htm

l

）。

平
成
一
九
年
度
都
道
府
県
お
よ
び
政
令
指
定

都
市
議
会
事
務
局
図
書
室
職
員
等
へ
の
研
修

　

一
〇
月
一
九
日
、
東
京
本
館
で
標
記
研
修
を
開
催

し
た
。
都
道
府
県
お
よ
び
政
令
指
定
都
市
議
会
事
務

局
の
図
書
室
職
員
お
よ
び
調
査
担
当
職
員
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
三
三
都
府
県
三
四
名
と
九
市
九
名
、

計
四
三
名
の
参
加
を
得
た
。

　

当
館
の
概
要
と
議
会
事
務
局
へ
の
協
力
活
動
の

紹
介
に
続
き
、「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
と
調
べ
方
」

と
し
て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
る
代
表

的
な
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
、「
調
査
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

と
し
て
当
館
の
立
法
調
査
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
と
実

情
、
方
法
と
基
盤
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、

議
会
官
庁
資
料
室
お
よ
び
書
庫
の
見
学
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
研
修
終
了
後
、
希
望
者
に
対
し
て
館
内
の
見

学
を
行
っ
た
。

平
成
一
九
年
度
児
童
文
学
連
続
講
座

―

国
際
子
ど
も
図
書
館
所
蔵
資
料
を
使
っ
て―

　

一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
の
三
日
間
、
国
際
子

ど
も
図
書
館
で
、
当
館
が
広
く
収
集
し
て
き
た
内
外

の
児
童
書
お
よ
び
関
連
書
を
活
用
し
た
標
記
の
講
座

を
開
催
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
全
国
の
各
種
図
書
館

等
で
児
童
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
図
書
館
員
の
資
質

向
上
と
幅
広
い
知
識
の
か
ん
養
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
全
国
一
九
都
道
府
県
の
公
共
・
学

校
・
専
門
図
書
館
等
か
ら
六
〇
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

第
四
回
目
の
開
催
と
な
る
本
年
度
は
、
当
館
客
員

当館の最近の動き NDL news
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調
査
員
で
あ
る
吉
田
新
一
立
教
大
学
名
誉
教
授
の

監
修
に
よ
り
、
総
合
テ
ー
マ
を
「
絵
本
の
愉
し
み

―

ア
メ
リ
カ
絵
本
の
展
開―

」
と
し
た
。
ア
メ
リ

カ
絵
本
に
造
詣
の
深
い
研
究
者
と
当
館
職
員
が
講

義
を
行
っ
た
後
、
受
講
者
に
よ
る
意
見
交
換
等
を

行
っ
た
。

第
九
三
回
全
国
図
書
館
大
会
お
よ
び

当
館
関
連
行
事

　

第
九
三
回
全
国
図
書
館
大
会
が
一
〇
月
二
九
日

か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
図
書
館
協
会
が
主
催
し
、
当
館
お
よ
び
東
京
・

埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
各
県
の
図
書
館
協
会
が
共

催
し
た
。
二
九
日
の
開
会
式
で
は
長
尾
真
館
長
が

共
催
者
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
全
国
の
図
書

館
と
よ
り
密
接
に
連
携
し
、
社
会
全
体
に
対
す
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
注
力
し
て
い
く
こ
と

を
表
明
し
た
。
三
〇
日
の
分
科
会
会
場
で
は
、
当

館
の
電
子
図
書
館
事
業
を
紹
介
す
る
展
示
を
行
っ

た
。

　

ま
た
一
〇
月
三
一
日
に
は
関
連
行
事
と
し
て
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

東
京
本
館
見
学
会
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
見
学
会

を
実
施
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
附
属

Ｃ
．
Ｖ
．
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
開
館
と

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

平
成
一
九
年
一
○
月
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
Ｃ
．
Ｖ
．
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書

館
兼
チ＊

ャ
ン
リ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
た
。
東
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た

め
だ
け
の
図
書
館
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
米
国
の
大

学
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

開
館
を
記
念
し
、
一
○
月
一
八
日
、
一
九
日
に
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
蔵
書
構
築
百
年
の
歩
み―

北
米
に

お
け
る
東
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
」
が
、
二

○
日
に
は
式
典
と
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か

ら
は
、
生
𠩤
至
剛
副
館
長
、
北
川
知
子
関
西
館
ア
ジ

ア
情
報
課
長
が
出
席
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
Ｄ
．
マ
ー
カ
ム
米
国

議
会
図
書
館
副
館
長
、
生
原
副
館
長
、
陳
力
中
国
国

家
図
書
館
副
館
長
に
よ
る
、
図
書
館
を
め
ぐ
る
現
状

と
課
題
を
論
じ
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、一
九
四
○
年
代
ま
で
、一
九
四
五

年
か
ら
九
○
年
代
の
ソ
ビ
エ
ト
崩
壊
ま
で
、
一
九
九

○
年
代
前
半
か
ら
現
在
ま
で
の
時
代
を
追
っ
た
三
部

構
成
で
、
主
要
な
東
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵

す
る
北
米
の
大
学
図
書
館
の
ほ
と
ん
ど
が
一
堂
に
会

し
、
自
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
・
発
展
に
つ
い

て
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

来
年
の
三
月
に
は
、
新
し
い
図
書
館
に
資
料
が
並

び
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、『
ア
ジ
ア
情
報
室
通

報
』
第
五
巻
四
号
（
平
成
一
九
年
一
二
月
刊
行
予
定
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

＊　

チ
ャ
ン
リ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
（
一
九
三
五―

二
○
○
一
）

一
九
九
○
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
、
中
国
系
米
国
人
と

し
て
は
初
め
て
、
同
校
の
学
長
を
務
め
た
。

当館の最近の動きNDL news

C. V.スター東アジア図書館
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月　

例　

報　

告

法
規
の
制
定

解
説

　

規
程
第
三
号
は
、
競
馬
法
及
び
日
本
中
央
競

馬
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九

年
法
律
第
七
十
六
号
）
に
よ
り
、
地
方
競
馬
全

国
協
会
が
改
組
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
五
号
）
に
お
け
る
同
協
会
の

位
置
付
け
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
協
会

が
納
入
す
る
出
版
物
の
部
数
を
四
部
と
定
め
た
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
法
規
は
、
競
馬
法
及
び
日
本
中
央
競
馬
会

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
。

（
規
程
第
三
号
）

　
　
　

 

国
立
国
会
図
書
館
法
に
よ
る
出
版
物
の
納
入

に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

 

（
平
成
十
九
年
十
一
月
十
二
日
制
定
）

　

国
立
国
会
図
書
館
法
に
よ
る
出
版
物
の
納
入
に
関

す
る
規
程
（
昭
和
二
十
四
年
国
立
国
会
図
書
館
規
程

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
二
号
中「
日
本
下
水
道
事
業
団
」を「
地

方
競
馬
全
国
協
会
及
び
日
本
下
水
道
事
業
団
」
に
改

め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
競
馬
法
及
び
日
本
中
央
競
馬
会

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律

第
七
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

お
も
な
人
事

―

平
成
十
九
年
秋
の
叙
勲―

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
勲
が
あ
っ
た
。

記

 

（
元
専
門
調
査
員
）
田
村　

正
明

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

 

（
元
司
書
）
下
山　
　

護

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

 

（
元
司
書
）
小
室　
　

明

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

 

（
元
参
事
）
鈴
木　

恒
彦

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

 
（
元
司
書
）
中
村　

醇
二

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

　

以
上
平
成
十
九
年
十
一
月
三
日
付
け

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

Ｊ-

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
（
２
０
０
７
）

　

Ｊ

－

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
更
新
し
、
旧
版
の

書
誌
デ
ー
タ
（
明
治
期
か
ら
二
〇
〇
五
年
三
月
ま

で
の
国
内
刊
行
単
行
資
料
）
に
、
二
〇
〇
七
年
三

月
ま
で
の
デ
ー
タ
と
、
こ
れ
ま
で
未
収
録
で
あ
っ

た
、
二
〇
〇
四
年
四
月
以
降
に
整
理
し
た
音
楽
録

音
・
映
像
資
料
の
デ
ー
タ
を
追
加
し
た
。
収
録
件
数

は
約
三
五
八
万
件
で
あ
る
。

　

今
回
新
た
に
追
加
し
た
機
能
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
２
０
０
６
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
の
詳
細

表
示
お
よ
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
、
収
録
範
囲
の
拡

大
に
対
応
す
る
た
め
の
資
料
種
別
に
よ
る
絞
込
み
検

索
機
能
が
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
検
索
項
目
と
し
て

本
文
の
言
語
コ
ー
ド
、
原
文
の
言
語
コ
ー
ド
を
設
け

た
ほ
か
、
録
音
・
映
像
資
料
の
発
売
番
号
な
ど
か
ら

の
検
索
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

価
格
は
、
単
体
利
用
で
Ｊ

－

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ

版
の
旧
版
お
よ
び
カ
レ
ン
ト
版
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

場
合
は
八
万
四
千
円
、
新
規
購
入
の
場
合
は
五
○

万
四
千
円
な
ど
、各
種
利
用
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
。

詳
細
は
日
本
図
書
館
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
た
い
。

 

（
日
）
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス　
六
八
二
号 

Ａ
４　

一
四
七
頁

■
日
本
・
Ｅ
Ｕ
関
係
の
進
展
と
課
題

■
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
を
め
ぐ
る
論
議
と
立
法

の
経
緯

■
中
国
の
宇
宙
活
動
に
つ
い
て

■
家
計
資
産
の
現
状
と
そ
の
格
差

■
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
少
子
化
と
政
策
対
応

■
リ
ビ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
と
そ
の
帰
結

■
軍
事
情
報
包
括
保
護
協
定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
の

比
較
分
析

 

月
刊　

一
、
〇
五
〇
円
（
日
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

二
九
四
号

 

Ａ
４　

三
六
頁

■
中
国
国
家
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
概
況

■
全
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
統
合
ポ
ー
タ
ル
を

目
指
し
て

■
図
書
館
と
書
店
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

■
変
わ
ら
な
い
組
織
と
動
か
な
い
シ
ス
テ
ム

■
欧
米
に
お
け
る
図
書
館
、文
書
館
、博
物
館
の
連
携

■
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
の
現
状　

＜

動
向
レ
ビ
ュ
ー＞

■
米
国
に
お
け
る
図
書
館
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
ー
の
展
開

■
時
空
間
情
報
を
キ
ー
と
す
る
文
化
資
源
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
構
想

■
大
学
図
書
館
と
電
子
ブ
ッ
ク

＜

研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー＞

■
公
共
図
書
館
政
策
の
研
究
動
向

 

季
刊　

四
二
〇
円
（
日
）

 

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

（
日
）日
本
図
書
館
協
会（
〒104
-0033
東
京
都
中
央
区
新
川
一―

一
一―

一
四

〇
三
（
三
五
二
三
）
〇
八
一
二

）

 

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

関
西
館
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

関
西
館
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
マ
ー
ク
が

で
き
ま
し
た
。
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
、
図
書
館
協
力
、

遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ジ
ア
情
報
発
信
と
い
っ

た
関
西
館
の
多
様
な
事
業
の
広
が
り
を
表
す
地
球

と
、
図
書
館
資
料
の
代
表
と
し
て
の
本
を

リ
ボ
ン
で
結
ん
だ
姿
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
お

り
、
利
用
者
と
関
西
館
を
結
ぶ
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
関

西
館
の
英
語
名
称
の
頭
文
字
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
す
。

年
末
年
始
�
�
�
�
�
休
止
�
�
�
�

　

通
常
の
年
末
年
始
の
サ
ー
ビ
ス
休
止
に
併
せ
、
受

変
電
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

の
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
い
た
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
各
施
設
の
休
館
期
間

　

左
記
の
期
間
、
来
館
に
よ
る
閲
覧
・
複
写
サ
ー
ビ

ス
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

東
京
本
館
・
関
西
館
・
国
際
子
ど
も
図
書
館

　

平
成
一
九
年
一
二
月
二
八
日（
金
）〜

　

平
成
二
〇
年
一
月
四
日（
金
）

■ 

Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
の
休
止
期
間

　

左
記
の
期
間
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
資
料
検
索
、
複
写
申
込
み
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
一
九
年
一
二
月
二
八
日（
金
）
一
七
時
〜

　

平
成
一
九
年
一
二
月
三
〇
日（
日
）
一
七
時
三
〇
分

国立国会図書館関西館

お
知
ら
せ
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国際子ども図書館　学校図書館セット貸出し

「ヨーロッパセット」（小学校低学年向／小学校高学年向）
の貸出開始について

　国際子ども図書館では、世界各国・地域の歴史や文化、生活等を紹介する資料、そ
の国や地域で読まれている児童書等50冊前後をセットにして、学校図書館に１か月間
貸し出す学校図書館セット貸出しサービスを行っています。
　平成20年 1 月から「ヨーロッパセット」（小学校低学年向／小学校高学年向）の貸
出しを開始します。このほかに、「韓国セット」、「北欧セット」、「カナダ・アメリカセッ
ト」、「アジアセット（中国・東南アジア諸国）」（各セットとも小学校高学年向／中学
校向あり）、「世界を知るセット」（小学校低学年向／小学校高学年向）があります。
　サービスの詳細および資料の解題は、国際子ども図書館ホームページ（http://
www.kodomo.go.jp/）「学校図書館へのサービス」をご覧ください。
■お問い合わせ　国立国会図書館　国際子ども図書館児童サービス課企画推進係
　　　　　　　　TEL　03-3827-2053（代表）　FAX　03-3827-2043

「チェコへの扉－子どもの本の世界｣関連講演会

　関連催物として、次の講演会を開催します。申込方
法の詳細は、国際子ども図書館ホームページ（http://
www.kodomo.go.jp/）をご覧いただくか、電話でお問
い合わせください。なお、講演に先立ちチェコ音楽の
演奏会を開催します。

日　　時　平成20年1月27日（日）
　　　　　14：00～16：00（予定）
会　　場　国際子ども図書館　3階ホール
テ ー マ　「チェコ児童文学への招待」（仮題）
講　　師　村上健太氏（本展監修者　チェコ児童文学

研究者、駐日チェコ共和国大使館翻訳官）
内　　容　チェコ児童文学の歩みについて解説し、チェ

コの子どもの本と当展示会の魅力を語ります。
対　　象　中学生以上
申込方法　直接来館、往復はがき、電子メール
　　　　　（事前申込制、先着順）
お問い合わせ　国立国会図書館　国際子ども図書館
　　　　　　　企画協力課　TEL　03-3827-2053（代表）

資料　左ページ上から
『長い長いお医者さんの話』
　カレル・チャペック作
　Albatros 1986
『もぐらとずぼん』
　 エドアルド・ペチシカ作
　ズデニェク･ミレル絵
　Albatros 2003
『昔話集』
　 カレル・ヤロミール・エルベン、
ボジェナ・ニェムツォヴァー作　
ヨゼフ・ラダ絵
　Albatros　1993

お 知 ら せ

― 32 ―
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国際子ども図書館展示会

「チェコへの扉－子どもの本の世界」開催について

　ヨーロッパのほぼ中央に位置するチェコ
共和国。「百塔のプラハ」とも称される美
しいプラハを首都とするこの国は、児童文
学や絵本など子どもの本の宝庫としても知
られています。国際子ども図書館では、東
京外国語大学名誉教授千野栄一氏旧蔵チェ
コスロバキア児童書コレクションおよび20
世紀前半の昔話や創作童話の本から成る、
国内に類を見ないまとまったチェコの児童
書コレクションを所蔵しています。
　このたび、チェコの子どもの本を広く紹
介する「チェコへの扉―子どもの本の世界」
展示会を開催いたします。昔話や伝説の
本をはじめ、第一共和国時代（1918-1938）
を代表するチャペック兄弟やヨゼフ・ラダ、
第二次世界大戦後では詩人のフルビーン、
作家のジーハやペチシカ、画家ではトゥル
ンカ、ズマトリーコヴァー、ミレル、パツォ
ウスカーなどの作品により、チェコの児童
文学の歩みをたどります。
　また、しかけ絵本のほか「もぐら」や「カッ
パ」などチェコで愛されているキャラク
ターが登場する絵本などの特別コーナーも
設け、国際子ども図書館所蔵資料を中心に、
約280点の資料を展示いたします。
　会期中は講演会、ギャラリートーク
など関連催物を開催します。詳細は、本
誌のほか国際子ども図書館ホームページ
（http://www.kodomo.go.jp/）等で順次お
知らせします。

　開催期間　平成20年 1 月26日（土） ～平成20年 9 月 7 日（日）
　休  館 日　月曜日、国民の祝日・休日（こどもの日を除く）、第三水曜日
　開催時間　 9：30～17：00
　会　　場　国際子ども図書館3階　本のミュージアム　
　入　　場　無料

お 知 ら せ
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東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
50
年
史

１
９
５
６

－

２
０
０
６　

走
り
だ
す
夢
の
先
に

 

50
周
年
実
行
委
員
会
／
50
周
年
事
務
局
50
年

史
編
纂
チ
ー
ム
編
纂　

東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
刊
（
〒
178-
0063　

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉
二

丁
目
一
〇
番
五
号
）

二
〇
〇
六　

一
四
四
頁　

Ａ
４

 

（D
H
22-H

420

）

　

画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
美
し
い
映
像
に
、
迫
力
あ

る
音
声
。
適
度
な
想
像
の
余
地
を
保
ち
つ
つ
、
人
に

よ
っ
て
緻
密
に
創
造
さ
れ
た
世
界
。
日
本
の
ア
ニ
メ

は
海
外
の
人
々
を
虜
に
し
、「
ジ
ャ
パ
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
言
葉
ま
で
誕
生
さ
せ
た
。

　

経
済
産
業
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
放
送
さ

れ
て
い
る
ア
ニ
メ
の
六
割
が
日
本
製
だ
と
い
う
。
ほ

ぼ
世
界
中
に
供
給
さ
れ
、
非
常
に
高
い
国
際
競
争
力

を
持
つ
、
現
代
日
本
を
象
徴
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

な
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
ア
ニ
メ
業
界
で
は
日
本
を
代
表
す
る
会
社

で
あ
る
「
東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
社
史
で
あ
る
。

同
社
は
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
配
信
す
る
ア
ニ
メ
を
製
作
し
、
そ
の
著
作
権

を
も
と
に
し
た
版
権
事
業
や
関
連
事
業
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
海
外
で
も

事
業
拡
大
を
行
っ
て
お
り
、
同
社
の
作
品
は
世
界
中

で
放
映
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
五
章
構
成
に
な
っ
て
お
り
、第
一
章
「「
東

映
動
画
」
誕
生
」
で
は
同
社
の
誕
生
し
た
経
緯
が
書

か
れ
て
い
る
。
続
く
第
二
章
「
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
へ
の

進
出
」、
第
三
章
「
ア
ニ
メ
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
花
」
で

は
長
編
の
ア
ニ
メ
映
画
か
ら
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
へ
と
つ

な
が
る
流
れ
が
、
当
時
の
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
旋
風
な
ど

の
業
界
の
状
況
な
ど
を
交
え
な
が
ら
詳
細
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。第
四
章「
広
が
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」、

第
五
章
「
世
界
の
「T

O
EI A

N
IM
A
T
IO
N

」
へ
」

で
は
ア
ニ
メ
製
作
以
外
の
市
場
参
入
や
版
権
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
も
写
真
を
交
え
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
の
前
身
で
あ
る
「
東
映
動
画
」
が
誕
生
し
た

頃
、
テ
レ
ビ
の
普
及
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ア
ニ

メ
は
「
漫
画
映
画
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ

に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
作
品
を
作
り
、「
東
洋
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
足
跡
が
第
一
章

か
ら
第
五
章
に
わ
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本

書
は
ア
ニ
メ
産
業
の
こ
の
五
〇
年
余
り
の
歴
史
を
た

ど
る
た
め
の
貴
重
な
記
録
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
史
以
外
に
、
同
社
の
事
業
内
容

で
あ
る
ア
ニ
メ
製
作
工
程
に
つ
い
て
も
、
本
書
の
始

め
に
特
集
と
し
て
「
夢
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
出

発
点
」
と
い
う
特
集
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

ア
ニ
メ
の
背
景
画
の
製
作
に
は
専
門
家
が
い
て
、
美

術
学
校
で
日
本
画
を
選
考
し
て
い
た
人
が
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
そ
う
だ
。
一
見
す
る
と
ア
ニ
メ
に
は
無

������
国立国会図書館は、法律
によって定められた納本
制度により、日本国内の
出版物を広く収集してい
ます。このコーナーでは、
主として取次店を通さな
い国内出版物を取り上げ
て、ご紹介します。
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縁
と
思
え
る
日
本
画
だ
が
、
実
は
日
本
の
美
し
い
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景
は
伝
統
的
な
日
本
画
が
支
え

て
い
た
。
本
書
に
は
こ
う
し
た
日
本
の
会
社
な
ら
で

は
の
ア
ニ
メ
製
作
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
随
所
に
盛
ら
れ

て
い
る
。

　

設
立
か
ら
の
五
〇
年
と
い
う
月
日
の
間
、
時
代
が

移
り
変
わ
る
に
つ
れ
、
専
門
家
が
手
作
業
で
行
っ
て

い
た
部
分
も
徐
々
に
機
械
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
従
来

は
車
や
飛
行
機
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
フ
ィ
ル
ム

の
受
け
渡
し
作
業
が
現
在
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
日
本
国
内
お
よ

び
海
外
の
子
会
社
と
送
受
信
し
て
行
っ
て
い
る
。
同

社
は
次
第
に
省
力
化
、合
理
化
さ
れ
る
商
業
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
路
線
を
追
求
し
、
創
立
当
初
に
目
標
と
し
た

東
洋
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
そ
れ
と
は
異
な
る
路
線
を
確

立
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

の
移
り
変
わ
り
も
本
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

内
容
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
だ
け
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
各
章
の
間
に
は
年
代
ご
と
に
公
開
さ
れ
た
作

品
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
を
掲
載
し
て
お
り
、
子
ど
も
で
も

楽
し
め
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
作
品

の
紹
介
は
明
瞭
簡
潔
で
、
物
語
の
中
で
の
印
象
の
深

い
コ
マ
が
付
さ
れ
て
お
り
、
思
わ
ず
吸
い
込
ま
れ
そ

う
に
な
る
。
巻
末
に
は
主
要
作
品
リ
ス
ト
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
同
社
の
作
品
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

日
本
の
ア
ニ
メ
は
多
く
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
築

き
上
げ
ら
れ
、
私
た
ち
に
夢
を
与
え
て
き
た
。
社
史

と
聞
き
、
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
ア
ニ
メ
の
技
術
や
地
位
が

引
き
継
が
れ
て
い
く
た
め
に
も
、
手
に
取
っ
て
ほ
し

い
一
冊
で
あ
る
。 

（
東
ひ
が
し

川が
わ　

梓
あ
づ
さ
）

呉 

海
軍
病
院
史　
呉
海
軍
病
院
史
編
集
委
員
会
編

呉
海
軍
病
院
史
編
集
委
員
会
刊
（
〒
737-
0023　

呉

市
青
山
町
三
番
地
一
号
）

二
〇
〇
六
・
一
〇　

二
四
六
頁　

Ａ
４

 

（EG231-H
589

）

　

団
体
の
歴
史
に
か
か
わ
る
本
は
多
い
が
、
そ
の
な

か
で
、
病
院
史
は
、
比
較
的
珍
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
よ

う
だ
。
ま
し
て
や
、
海
軍
病
院
の
病
院
史
と
な
れ
ば

な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

本
書
は
開
院
（
一
章
）、
明
治
期
（
二
章
）、
大
正

期
（
三
章
）、
昭
和
前
期
（
四
章
）、
閉
院
と
戦
後
の

歩
み
（
五
章
）、
資
料
（
六
章
）
と
、
ほ
ぼ
時
系
列

に
沿
う
形
で
、
豊
富
な
デ
ー
タ
や
統
計
に
基
づ
い
て

呉
海
軍
病
院
の
歩
み
を
描
き
出
し
て
い
く
。

　

院
長
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
関
係
者
、
軍
港
と
し

て
病
院
の
発
展
を
支
え
た
呉
（
広
島
）
や
呉
住
民
、

入
院
し
た
患
者
（
軍
人
や
軍
属
な
ど
の
戦
傷
病
者
）、

衛
生
に
関
す
る
法
律
や
制
度
、
な
ど
の
歴
史
を
互
い

に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
て
い
ね
い
に
描
き
出
し
て
い

る
点
が
本
書
の
面
白
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
か
で
も
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
病
院
の
役
割
を

「
呉
」
と
い
う
地
域
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
の
な
か

で
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
視
点
で
あ
る
。
例
え
ば
呉

が
鎮
守
府（
近
海
防
衛
の
た
め
の
海
軍
官
庁
）と
な
っ

た
こ
と
で
、
入
漁
が
禁
止
さ
れ
漁
業
に
多
大
な
打
撃

を
与
え
た
こ
と
な
ど
、
現
地
の
人
々
の
生
活
に
つ
い

て
の
記
述
も
充
実
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　

と
は
い
え
、
本
書
を
読
む
と
、
呉
海
軍
病
院
が
、

単
な
る
広
島
の
地
域
病
院
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
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く
わ
か
る
。
も
と
も
と
海
軍
病
院
と
は
、
海
軍
が
鎮

守
府
（
呉
の
他
に
、
横
須
賀
、
佐
世
保
、
舞
鶴
な
ど

に
置
か
れ
た
海
軍
官
庁
）に
設
置
し
た
病
院
で
あ
る
。

呉
海
軍
病
院
も
、呉
鎮
守
府
の
創
立
と
相
前
後
し
て
、

明
治
二
二
年
七
月
一
日
に
開
院
し
た
。
患
者
は
、
戦

闘
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
軍
人
・
軍
属
が
主
で
、
病
院

船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
続
い
て
イ

ギ
リ
ス
連
邦
軍
に
接
収
さ
れ
、
占
領
軍
の
病
院
へ
と

転
換
を
遂
げ
、
呉
国
立
病
院
（
昭
和
三
一
年
創
立
）

を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
同
病
院
の
歩
み
を
反
映
し
て
、
本
書

に
は
海
軍
や
戦
争
の
歴
史
を
し
の
ば
せ
る
挿
話
も
多

い
。
日
露
戦
争
時
の
明
治
三
八
年
に
ロ
シ
ア
海
軍
か

ら
接
収
さ
れ
た
病
院
船
「
ア
リ
ヨ
ー
ル
」
号
を
治
療

に
利
用
し
た
と
い
う
話
な
ど
は
、
い
か
に
も
海
軍
の

病
院
ら
し
い
一
こ
ま
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
呉
海
軍
病
院
と
い
う
素
材
の
面

白
さ
は
そ
の
歴
史
の
長
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
多
様

な
性
格
に
も
あ
る
よ
う
だ
。
呉
海
軍
病
院
は
患
者
慰

安
所
、
植
物
園
な
ど
の
他
、
大
規
模
な
消
毒
所
（
三

ツ
子
島
）
も
持
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
本
書
は
、
堅
実
な
歴
史
書

と
し
て
の
趣
が
強
い
。
け
れ
ど
も
病
院
自
体
が
興
味

深
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
個
々
の

で
き
ご
と
を
叙
述
す
る
上
で
の
語
り
口
に
は
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
本
書
を
印
象
深
い

読
み
物
に
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、昭
和
前
期
や
占
領
期
部
分
の
記
述
で
は
、

手
記
や
回
想
録
が
長
文
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
、
史

料
不
足
を
補
う
と
と
も
に
、
戦
争
が
人
々
に
も
た
ら

し
た
体
験
の
重
さ
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。「
マ
ー
キ
ロ
と
リ
バ
ガ
ー
ゼ
を
当
て
る
と
い
っ

た
か
ん
た
ん
な
応
急
手
当
し
か
で
き
ず
本
当
に
気
の

毒
で
し
た
。」（
被
爆
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
日
赤
看

護
婦
）
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
は
、
当
事
者
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
多
く
の
写
真
も
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。

カ
ル
テ
、
タ
イ
ル
張
り
の
手
術
室
、
戦
傷
病
者
（
患

者
）
の
職
業
訓
練
、
Ｘ
線
撮
影
室
、
毒
ガ
ス
訓
練
、

山
本
五
十
六
海
軍
大
将
の
慰
問
な
ど
。
こ
れ
ら
の
写

真
か
ら
は
清
潔
で
近
代
的
だ
っ
た
呉
海
軍
病
院
の
姿

が
垣
間
み
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
写
真
に
写
さ
れ

た
瞬
間
は
病
院
を
取
り
巻
く
現
実
の
ご
く
一
部
に
す

ぎ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
豊
富
に
添
え
ら
れ
て
い
る
写

真
は
、
呉
海
軍
病
院
に
お
い
て
、
ひ
い
て
は
戦
争
に

お
い
て
「
何
が
写
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
」
を
逆
に
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

呉
海
軍
病
院
は
、
い
ま
や
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
名
称
だ
け
で

な
く
、
役
割
も
往
時
と
は
異
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
本
書
が
全
体
と
し
て
訴
え
か
け
て
く
る

「
戦
争
と
医
療
が
表
裏
一
体
に
あ
る
」
と
い
う
事
実

自
体
は
、
今
な
お
重
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

 

（
葦あ
し

名な　

ふ
み
）

江 

戸
の
遊
び　

け
っ
こ
う
楽
し
い
エ
コ
レ

ジ
ャ
ー　

平
成
一
八
年
度
東
北
大
学
附
属
図

書
館
企
画
展　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
編　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
刊
（
〒
980-
8576
仙
台
市

青
葉
区
川
内
二
七

－

一
）

　

二
〇
〇
六
・
一
一　

一
二
五
頁　

Ａ
４

 

（GB341-H
107

）

　

梁
塵
秘
抄
で
「
遊
び
を
せ
ん
と
や
生
れ
け
む
」
と

詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
人
の
営
み
の
中

に
は
「
遊
び
」
が
存
在
し
て
い
た
。
現
代
か
ら
遡
る

こ
と
一
四
〇
年
以
上
前
、
江
戸
の
人
々
は
ど
の
よ
う

な
遊
び
に
興
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
平
成
一
八
年
一
一
月
に
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
東
北
大
学
附
属
図
書
館

企
画
展
「
江
戸
の
遊
び　

け
っ
こ
う
楽
し
い
エ
コ
レ

ジ
ャ
ー
」
の
図
録
で
あ
る
。「
季
節
の
楽
し
み
」「
よ

む
楽
し
み
」「
み
る
き
く
楽
し
み
」「
あ
そ
ぶ
楽
し
み
」
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の
四
部
で
構
成
さ
れ
、
図
版
一
三
二
点
を
カ
ラ
ー
で

収
録
し
て
い
る
。

　

展
示
資
料
に
は
都
市
と
し
て
の
江
戸
に
限
ら
ず
、

各
部
の
最
後
で
仙
台
藩
（
宮
城
）
に
関
す
る
図
版
も

あ
り
、
地
元
の
見
学
者
に
と
っ
て
も
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
に

描
か
れ
て
い
る
遊
び
は
現
代
人
に
も
身
近
な
も
の
が

多
く
、
江
戸
期
か
ら
基
本
的
な
遊
び
は
変
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

　

な
お
、
展
示
会
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
由
来
に
つ
い

て
は
「
江
戸
の
遊
び
を
エ
コ
の
観
点
か
ら
と
ら
え
て

み
よ
う
と
考
え
た
」
と
し
、
展
示
会
の
主
旨
に
つ
い

て
は
「
環
境
共
生
型
社
会
と
い
わ
れ
る
江
戸
期
の
遊

び
が
、
我
々
の
生
活
や
暮
ら
し
、
環
境
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
に
な
る
」「
江
戸
期
の
遊
び
と
は

い
え
、
楽
し
さ
の
観
点
か
ら
見
る
と
現
代
の
遊
び
と

劣
る
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
巻
頭
で
述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
第
一
部
「
季
節
の
楽
し
み
」
か
ら
三
月

を
紹
介
す
る
。
三
月
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
花
見
」

「
雛
祭
り
」「
潮
干
狩
り
」
と
い
う
現
代
に
も
通
じ
る

遊
び
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、「
花
見
」
の
展
示
資
料
は
、
一
立
斎

広
重
の
「
富
士
三
十
六
景
」
か
ら｢

飛
鳥
山
の
桜｣

と｢

隅
田
川
の
桜｣

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
図
版
も
桜

の
花
が
薄
桃
色
で
着
色
さ
れ
、
春
爛
漫
の
美
し
い
風

景
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
桜
に
詳
し
く
な
い
方

は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
間
違
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
江
戸
期
の
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
は
な
い
旨

の
適
切
な
囲
み
記
事
が
入
っ
て
い
る
。

　
「
雛
祭
り
」
の
展
示
資
料
は
、
市
場
通
笑
撰
、
鳥

居
清
長
画
の
「
二
度
目
の
竜
宮
」
で
あ
る
。
図
版
と

し
て
は
単
色
刷
り
で
あ
り
、
大
人
の
男
女
が
ひ
な
壇

の
飾
り
付
け
を
し
て
い
る
と
思
し
き
構
図
で
、
少
々

地
味
に
感
じ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
黄
表
紙
」

の
う
ち
滑
稽
噺
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
で
あ
る
こ

と
が
解
説
さ
れ
て
お
り
、
文
章
と
合
わ
せ
て
楽
し
む

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
潮
干
狩
り
」
の
展
示
資
料
は
、葛
飾
北
斎
の
「
画

本
東
都
遊
」
で
あ
る
。
昨
今
の
潮
干
狩
り
の
よ
う
に

人
出
は
多
く
な
い
が
、
薄
桃
色
の
霞
が
か
か
る
中
、

点
々
と
ち
ら
ば
っ
て
潮
干
狩
り
に
勤
し
む
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
は
品
川
沖
に
広
大
な
干
潟

が
出
現
し
た
と
の
解
説
か
ら
、
現
代
の
干
潟
の
状
況

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
解
説
お
よ
び
囲
み
記
事
が
充

実
し
て
お
り
、
江
戸
期
の
文
化
・
環
境
に
対
す
る
理

解
の
助
け
に
な
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、「
遊
び
」
が
テ
ー
マ
と
い
う
と
、
子

ど
も
が
描
か
れ
た
図
版
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
は
大
人
だ
け
、
あ

る
い
は
大
人
と
子
ど
も
が
共
に
遊
び
に
興
じ
て
い
る

図
版
ば
か
り
で
、
子
ど
も
だ
け
が
主
題
と
な
っ
て
い

る
図
版
は
一
枚
も
な
い
。大
人
が
楽
し
め
る
遊
び（
娯

楽
）
が
中
心
な
の
で
、
遊
び
＝
子
ど
も
向
け
と
考
え

ず
に
手
に
と
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
大
学
図
書
館
と
県
立
図
書
館
の
所
蔵
資

料
に
よ
る
展
示
会
と
い
う
と
、
堅
苦
し
く
て
一
般
の

方
に
は
面
白
み
が
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
テ
ー
マ
や
解
説
を
工
夫
し
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
に
関
心
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
試
み
は
成

功
し
た
と
い
え
よ
う
。

 

（
渡わ
た

辺な
べ　

和か
ず

重し
げ

）
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関するものが多く、日本の立法補佐機関に属するものとして興味深かった。具体的に
は、「立法者の専門職への道」（Legislators’ professional path）と題する一連のセッショ
ンで、技術の進展、権力の移行、任期制限等による変化への効果的な対応、個人また
は社会生活で直面する紛争を処理するための多様な方法と好ましい処理スタイル、成
功するスピーチのための12の助言等をテーマとした講演が行われ、多くの参加者を集
めていた。
＜州議事堂の見学＞
　国際代表独自のプログラムとして、大会 2日目にマサチューセッツ州議事堂見学が
行われた。歴史ある議事堂内部の見学と併せて、「mock session」と呼ばれる模擬セッ
ションが下院の議場で行われ、国際代表が議員席に実際に座って議長と議員の間のや
り取りを傍聴した。議案の説明、討論、電子投票による採決という一連の議事手続を
間近で見ることができ、米国の民主主義の実際を学ぶ機会として、参加者にも好評で
あった。

おわりに―大会雑感
　連邦制度を採る米国において、州は国家に近い存在であり、州議会が日常生活のルー
ルを規定している。州と連邦との権限配分は憲法に規定されており、知識としては認
識していたつもりであったが、今回NCSLの大会に参加して実感できた気がする。前
述のReal ID法に関連する州の負担、州と連邦の政策が交錯する移民制度改革等、州
議会における立法動向は、連邦の政策を考える上で無視できない。その意味で、大会
で議論されたような政策課題に関する情報収集は重要であり、日本の立法補佐機関の
関係者が参加する意義があると思われた。
　また、講演の最中に静寂を破った幼児の泣き声を、とっさに「未来の声を聞きまし
たか」と自らの講演に取り込んで話を進めたペロシ議長に象徴されるように、政治に
おいて言葉が重要であることを実感した 5日間でもあった。
　大会期間中 2日間にわたり、来年の大統領選挙候補者として誰を選択するかにつ
いて、参加者を対象に非公式世論調査（straw poll）が行われた。その際、民主主義
への最大の脅威についても設問があり、国民がシニシズムに陥ることと回答したのが
42％、政治とカネの問題を挙げていたのが24％で、日本の状況と引き比べても興味深
い結果となった（大統領選挙候補者については、民主党がクリントン上院議員、共和
党がロムニー前マサチューセッツ州知事の名前が上位に挙がっていた）。
　2008年の大会は、ハリケーン「カトリーナ」の上陸から 2年が経過したルイジアナ
州ニューオリンズで開催される。災害の爪あとが色濃く残るニューオリンズでの開催
は当初危ぶまれていたが、大会 4日目の昼には開催地からジャズバンドが参加し、華
やかに来年の開催を祝った。
 （たけだ　みちよ　調査及び立法考査局議会官庁資料課長）
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を囲んで、両親、祖父母が自らの経験を子どもたちと話すことが大切であるとし、会
場から大きな拍手が送られていた。
　大会 2日目の全体会議のテーマも「高等教育への挑戦」で、教育問題が米国で大き
な政治課題の一つとなっていることを認識させられた。OECDによれば、米国の高等
教育のランクは他の先進国に比較して下がっており、退職するベビーブーム世代に代
わる要員が十分訓練されていないという不安が表明されていた。会議は、米国の高等
教育の専門家 3名によるパネルディスカッション形式で進められ、大学等の高等教育
機関とビジネス業界の間の協力が、世界経済における米国の立場を競争力あるものと
するとの主張がなされていた。
　全体会議に出席した多くの著名人の中でも、最も参加者の注目を集めたのは大会 4
日目に登場したペロシ連邦議会下院議長であろう。悪天候のためワシントンからの飛
行機が遅れ、予定より 1時間以上遅れての講演となったが、史上初の女性下院議長と
いうこともあり、スタンディング･オベーションで迎えられた。ペロシ議長は、連邦
議会の議長として、州議会議員に対する感謝を述べた後、州と連邦の連携が米国を強
力な国家にするとして、その重要性を訴えた。NCSLの大会には、全国の州議会議員
やそのスタッフとともに連邦議会議員も多数参加しており、政策課題によっては連邦
と州の利害が衝突することも珍しくない3。全米州議会の大会で連邦議会議長が講演
する意義は、参加者にも十分理解されていた模様である。
＜政策別セッション＞
　全体会議とは別に、 5日間の会期中200以上の政策別セッションが連日開催された。

連邦の移民政策が各州に及ぼす影響、気候
変動に対する州の役割、Real ID法4、テロ
や災害に対する危機管理等、時宜にかなっ
たテーマから政治家、立法スタッフに有益
な実務的な講演まで多岐にわたった。
　筆者が参加した国際代表のカテゴリーで
は、60ページを超えるプログラムの中から
事務局側が選択した国際代表向けの独自の
プログラムが用意されていたが、その中に
は立法者または補佐機関スタッフの養成に

3  大会初日には、「現代のボストン茶会事件」として、 4つの州議会の上院議員が、ボストン港を
舞台に、連邦から州に費用負担が求められたいくつかの案件を茶箱に見立てて海に投げ捨てる
抗議のパフォーマンスが行われた。NCSL news<http://www.ncsl.org/programs/press/2007/
pr070805.htm>

4  2005年 5 月に成立した「運転免許証の発行基準に関する連邦法」の実施規則案に関する議論。
各州が所管する運転免許証の規格化を図ったもので、各州は2008年 5 月までに対応を求めら
れると同時に、導入経費110億ドルを負担しなければならないため、連邦政府との間で大きな
議論になっている。法律の概要については、以下を参照。在シカゴ日本総領事館ホームページ
＜http://www.chicago.us.emb-japan.go.jp/con_realID.htm＞

国際代表のオープニング・セッション
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交代で務めることになっているが、今年の大会で、テキサス州上院議員のヴァン・デ・
プッテ氏（民主党）からデラウェア州下院議員のストーン氏（共和党）に交代した。
女性の会長同士の引継ぎは史上初とのことであった。
　全米の州議会を代表する機関であるNCSLは、もう一つ大きな役割を担っている。
全米の立法者が、テロとの戦い、環境問題等共通の政治課題に対して諸外国の議会関
係者と意見交換を行う機会を提供するとともに、立法府の制度強化という目標に向け、
民主化途上の国々に対し立法過程、議事手続、委員会の構成や機能等に関する技術的
支援を提供しているのである。この分野を担当しているのが国際プログラム部で、全
米州議会の年次大会に各国の代表が参加しているのもそのためである。州議会の議員
やスタッフの全国会議ということもあり、連邦制を取る各国（ドイツ、オーストラリ
ア、カナダ等）からの参加者が多かったことは言うまでもないが、紛争終結後の民主
化途上にあるナイジェリア、コートジボアール等のアフリカ諸国の参加は、民主的政
治制度の構築支援の観点からのものであろう。
　今年の国際代表のカテゴリーでは、日本を含む25の国・地域から約250名の国およ
び州レベルの議員、スタッフが参加したが、特に今回は、南アフリカと中国からの参
加者が多いのが目を引いた（ちなみに日本からの参加者は、筆者のほかに衆参法制局
から各 2名であった）。また、紛争後の諸国に対する平和構築活動で国際的にも重要
な役割を担っている国連開発計画（UNDP）や列国議会同盟（IPU）、さらに米国内
の民主化支援組織である国際共和研究所（共和党系）、米国民主党国際研究所（民主
党系）の代表者も参加していた。

2007年年次大会の概要
　大会期間中は、200以上の政策別セッションが連日開催されるほか、午前に全体会議、
午後に見学、夜は大会参加者を歓迎する各種レセプションといったスケジュールが続
いた。また大会 2日目から展示会場がオープンし、米国内の各種企業や労働組合、利
益団体、連邦や州の機関等300以上の団体が出展し、参加者の関心を集めていた。以下、
大会の様子を簡単に紹介する。
＜全体会議＞
　全体会議では、著名人を招いた講演会や国政課題をテーマとしたパネルディスカッ
ション、ビジネス・ミーティング等が行われた。ビジネス・ミーティングでは、会長
を始めとするNCSLの役員の交代、州議会で活躍した議員に対する表彰、連邦に対す
る州議会独自の政策の採択等が行われた。全体会議で印象に残ったのは、大会 3日目
に行われたマッカロー氏による講演であった。マッカロー氏は、『ジョン・アダムズ』、
『トルーマン』でピュリッツァー賞を 2度も受賞しているベストセラー作家で歴史家
でもある。歴史を知らない学生が多いという大学等の講演における自らの体験を披露
しつつ、私たちの未来にとって重要なことは過去について子供たちに教えることであ
るとして、歴史を学ぶことの重要性を強調した。また、家庭ではテレビを消し、食卓
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2007年全米州議会協議会年次大会に出席して

武田　美智代

はじめに
　2007年の全米州議会協議会（National 
Conference of State Legislatures、以下
NCSL）年次大会は、 8月 5日から 9日
にかけて、マサチューセッツ州の州都で
あるボストンで開催された。今年の大会
は、大会史上最大規模の9,000人（主催
者発表）を超える参加者を集めた1。国
立国会図書館からは 3年毎に代表者を
派遣しており、今年は筆者が、国際代表
（international delegate）のメンバーの
1人として大会に参加した。国際代表には
家族連れも多く、和やかな雰囲気であった。
　開催地のボストンは、米国独立の舞台として知られる観光都市であると同時に、ハー
バード大学やマサチューセッツ工科大学をはじめ多くの大学を擁する教育・研究都市
でもある。 5日間の会期内には、ボストン公共図書館、ハーバード大学、マサチュー
セッツ州議事堂等、会議場を離れた見学やレセプションなどの多様なメニューが用意
され、主催者側の参加者に対するきめ細かい配慮が感じられた。

全米州議会協議会とは
　大会の報告を行う前に、主催者であるNCSLの紹介をしておきたい。NCSLは、州
議会関係の三つの団体、具体的には全米立法者会議（NLC）、州議会指導者全国協議
会（NCSLL）、州議会議員全国協会（NSSL）が1975年 1 月に合併統合して発足した超
党派の団体である2。全米50州や準州の議員とそのスタッフに奉仕し、差し迫った州
の政治課題に対して調査、支援、政策立案者の意見交換の機会等を提供しており、ロ
ビイング等を通じて連邦議会や連邦政府に対する州議会、州政府の利益の有効な代弁
者となっている。本部はコロラド州デンバーにあり、州と連邦との調整のためワシン
トンに事務所を設けている。超党派の団体として、NCSLの会長は民主、共和両党が
1 今年の大会の概要は、NCSLのホームページにも掲載されている。
　 ＜http://www.ncsl.org/annualmeeting/＞　以下、インターネット情報は、すべて2007年11月 9
日現在。

2  NCSL成立の経緯については、以下の論文を参照。中村泰男「全米立法者会議第27回年次総会に
出席して」『国立国会図書館月報』171号,1974, pp.2-10.

会場のボストン会議・展示センター
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国立国会図書館資料利用規則及び国立国会図書館国際子ども図書館資料利用規則の一
　部を改正する規則（平成19規則 3） 557 ⑧：27-28
国立国会図書館組織規則の一部を改正する規則（平成19規則 2、4～ 5）

554 ⑤：18-21／558 ⑨：27／560 ⑪：23 　
国立国会図書館組織規程の一部を改正する規程（平成19規程 1） 554 ⑤：18
国立国会図書館の英訳組織名に関する件の一部を改正する件（平成18館長決定 8）

551 ②：29
国立国会図書館法による出版物の納入に関する規程の一部を改正する規程（平成19規程 3）

561 ⑫：30
国立国会図書館法の一部を改正する法律（平成19法律10） 554 ⑤：17
自転車競技法及び小型自動車競走法の一部を改正する法律（抄）（平成19法律82）

556 ⑦：18
総合研究開発機構法を廃止する法律（抄）（平成19法律100） 557 ⑧：26-27
複写料金に関する件の一部を改正する件（平成19告示 1） 560 ⑪：23
防衛庁設置法等の一部を改正する法律（抄）（平成18法律118） 551 ②：27-28
モーターボート競走法の一部を改正する法律（抄）（平成19法律16） 554 ⑤：17-18

おもな人事

おもな人事
550 ①：26／552 ③：33／553 ④：10-13／555 ⑥：22-23／556 ⑦：19／557 ⑧：28／558 ⑨：
27／559 ⑩：9
感謝状の贈呈 553 ④：14
職員に対する叙位 560 ⑪：23
職員の採用 554 ⑤：21
職員の死亡通知 559 ⑩：9
職員の出向 553 ④：13／556 ⑦：19 　
職員の退職 550 ①：26／552 ③：33／553 ④：14／560 ⑪：23 　
職員の転任 554 ⑤：21／556 ⑦：19 　
職員の表彰 553 ④：13／555 ⑥：23 　
新館長就任 553 ④：10
専門調査員の退職 550 ①：26／553 ④：13-14
平成19年秋の叙勲 561 ⑫：30
平成19年春の叙勲 554 ⑤：21
元職員に対する叙位 552 ③：33／555 ⑥：23／556 ⑦：19／559 ⑩：9／560 ⑪：23 　
元職員に対する叙位および叙勲 555 ⑥：23／559 ⑩： 9 　

遠客近客

551 ②：25-29／554 ⑤：22-23／557 ⑧：25／560 ⑪：24-25 　
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『日本のビール　横浜発国民飲料へ　特別展』
　神奈川県立歴史博物館編・刊 （濱野雄太）556 ⑦：22-23
『発明協会百年史』
　社団法人発明協会刊 （安井一徳）559 ⑩：13
『文楽のかしら　国立文楽劇場所蔵』
　吉田文雀監修・解説、 国立文楽劇場事業推進課編　日本芸術文化振興会刊

（岡村志嘉子）550 ①：25-26
『南座松竹経営顔見世百年記念史』　
　永山武臣監修、「南座松竹経営顔見世百年」編纂委員会企画・編集　松竹南座刊

（岡村志嘉子）552 ③：31-32
『弥生画帖　弥生人が描いた世界　平成18年春季特別展』　
　大阪府立弥生文化博物館編・刊 （福林靖博）558 ⑨：28-29

館内スコープ

図書課保管係 550 ①：13
人文総合情報室 551 ②：12
外国図書・特別資料課 552 ③：19
児童サービス課 553 ④：15
新聞課 554 ⑤：25
企画課電子情報企画室 555 ⑥：20
電子図書館課著作権処理係 556 ⑦：11
会計課調達係 557 ⑧：13
古典籍課 558 ⑨：18
社会労働課 559 ⑩： 8
政治史料課占領期資料係 560 ⑪：16
支部図書館・協力課協力係 561 ⑫：23

常設展示のお知らせ

第146回　路面電車クロニクル 550 ①：13
第147回「近現代の職人」―ものづくりの歴史の中で― 552 ③：19
第148回　女學生らいふ 554 ⑤：25
第149回　わたしたちの健康法 556 ⑦：11
第150回　近代日本と「国語」 558 ⑨：18
第151回　本の中の「おりがみ」 560 ⑪：16

法規等の制定・改正

競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律（抄）（平成19法律76）556 ⑦：18
国立国会図書館学術文献録音テープ等利用規則の一部を改正する規則（平成19規則 1）

554 ⑤：18
国立国会図書館職員定員規程の一部を改正する規程（平成19規程 2） 554 ⑤：18
国立国会図書館職員に対する訓告等の措置に関する内規（平成18内規10） 551 ②：28-29
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ビジュアル国立国会図書館博物館

No.9　気送管設備（東京本館・本館） （中澤滋和）558 ⑨：40

本屋にない本

『「イギリスの美しい本」展　Exhibition “Beautiful British Books”』
　佐川美智子、江尻潔、永山多貴子、山根佳奈、曽根広美編　マンゴスティン刊

（嶋本裕子）555 ⑥：21-22
『永樂の陶磁器　了全・保全・和全　三井記念美術館蔵品図録』
　財団法人三井文庫三井記念美術館編・刊 （前川直之）553 ④：21
『江戸の遊び　けっこう楽しいエコレジャー　平成18年度東北大学附属図書館企画展』
　東北大学附属図書館編・刊 （渡辺和重）561 ⑫：36-37
『絵葉書のなかの豊橋　思い出の風景をたずねて』
　豊橋市二川宿本陣資料館編 （伊東祐介）560 ⑪：27-28
『青梅線玉手箱　眠りからさめた鉄道資料　特別展』
　青梅鉄道資料調査会執筆　青梅市郷土博物館編・刊 （古川浩太郎）552 ③：30-31
『甲冑小札研究ノート』
　山岸素夫監修、金山順雄著　株式会社レーヴック刊 （大島康作）556 ⑦：21
『木積の箕づくり　千葉県匝瑳市』
　TEM研究所編著　千葉県伝統文化再興事業実行委員会刊　

（桂木小由美）559 ⑩：11-12
『京の食文化展　京料理・京野菜の歴史と魅力　身体にやさしい食のルーツ　the 　　
　history and charm of Kyoto cuisine and vegetables』
　京都文化博物館学芸課編　京都文化博物館刊 （浅見文絵）557 ⑧：23-24
『呉海軍病院史』
　呉海軍病院史編集委員会編 ・刊 （葦名ふみ）561 ⑫：35-36
『財団法人設立50周年史』
　財団法人設立50周年記念行事準備委員会編　財団法人文化財虫害研究所刊

（宇野理恵子）558 ⑨：29-30
『歯科の歴史への招待　歴史遺産と史料を求めての旅』
　本平孝志、内藤達郎、安藤嘉明著　クインテッセンス出版刊

（林明日香）554 ⑤：24
『市民活動資料の保存・整理・公開に関する全国調査報告』
　市民・住民運動資料研究会編・刊 （堀内寛雄）553 ④：20
『知られざる琉球使節　国際都市・鞆の浦　特別展』
　福山市鞆の浦歴史民俗資料館編　福山市鞆の浦歴史民俗資料館活動推進協議会刊

（大迫丈志）560 ⑪：28-29
『東映アニメーション50年史　1956‐2006　走りだす夢の先に』
　50周年実行委員会/50周年事務局50年史編纂チーム編纂　東映アニメーション刊

（東川梓）561 ⑫：34-35
『特別展「古密教―日本密教の胎動」目録』
　奈良国立博物館編・刊 （五十嵐麻理世）551 ②：25-26
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レファレンス協同データベース事業調べ方マニュアルデータ集　データと解説
558 ⑨：30

稀本あれこれ

-467-　高木惣吉カード資料一、二 （石田暁子）550 ①：口絵
-468-　小野職愨著　『垤甘度爾列氏自然科目之順序』 （膝舘寿巳恵）551 ②：口絵
-469-　『神聖ローマ帝国議会・決議・制定法令大全』 （白岩一彦）552 ③：口絵
-470-　生人形（活人形）の錦絵 （川本勉）553 ④：口絵
-471-　M.メッテール『印刷年報』（1719－41） （折田洋晴）554 ⑤：口絵
-472-　「扇一登　日記」 （鈴木宏宗）555 ⑥：口絵
-473-　義経奥州下り　一巻一軸 （間島由美子）556 ⑦：口絵
-474-　『本朝度考八咫鏡説平田氏批攷弁』　狩谷棭斎自筆 （大沼宜規）557 ⑧：口絵
-475-　『蒙古源流考』　 （白岩一彦）558 ⑨：口絵
-476-　『幕末頃庶民風俗画集』 （中澤彰人）559 ⑩：口絵
-477-　「中村正直書簡　重野安繹宛　明治５年10月 4日」 （上田由紀美）560 ⑪：口絵
-478-　「浅沼稲次郎読書ノート　思想の母」 （石田暁子）561 ⑫：口絵

本を魅せる　常設展示案内

（22）　路面電車クロニクル （青山真紀、福林靖博、藤沢宗輝）551 ②：34
（23）　近現代の「職人」―ものづくりの歴史の中で―

（大森寿恵、福田亮、日向智昭）553 ④：28
（24）　女學生らいふ （石澤文、高峯康世、藤井朋子）555 ⑥：32
（25）　わたしたちの健康法 （荻原みさ子、小幡竜志、刈田朋子）557 ⑧：34
（26）　近代日本と「国語」 （石澤文、小針泰介、藤井朋子）559 ⑩：30
（27）　本の中の「おりがみ」 （青山真紀、高橋三紗、日向智昭）661 ⑫：52

関西館の資料紹介

第13回 （最終回） アジア資料―アジアの新聞― （辻佑果）550 ①：37-32

知識をカタチに―国立国会図書館が目指す「主題情報提供サービス」

第 1回　総論：図書館の「サービス」を考える （福林靖博）553 ④：27-26
第 2回　テーマ別調べ方案内 （大沼太兵衛）554 ⑤：31-30
第 3回　主題書誌に関するデータベース：「テーマ」から資料を探せる蔵書目録

（上田貴雪）555 ⑥：31-29
第 4回　特定主題のホームページ：<議会官庁資料室>と<アジア情報室>

（刈田朋子、田中福太郎）556 ⑦：41-38
第 5回　電子展示会 （中井惠久）557 ⑧：33-32
第 6回　「科学技術情報整備」のページ （中島幸子）558 ⑨：39-38
最終回　今後の展望：「ナレッジ提供サービス」の提供に向けて

（兼松芳之）559 ⑩：29-27
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国立国会図書館デジタルアーカイブポータル「PORTA」を公開しました 560 ⑪：30
国立国会図書館のホームページをリニューアルしました 554 ⑤：26
子ども霞が関見学デーのお知らせ 555 ⑥：25
「子どものためのこどもの日おたのしみ会」開催のお知らせ 553 ④：24
「子どものための春休みおたのしみ会」開催のお知らせ 551 ②：33
新連載がはじまります　テーマは主題情報提供サービス 552 ③：36
第 9回図書館総合展に出展します 558 ⑨：31
第11回資料保存研修のご案内 554 ⑤：29
第18回保存フォーラム　マイクロフィルムを長期保存するために―劣化の仕組みとその
　対策 556 ⑦：25
調査及び立法考査局の刊行物のご案内 553 ④：22-23
帝国議会会議録検索システムにデータを追加しました 554 ⑤：27
電子展示会「近代日本人の肖像」に128人の肖像を追加しました 552 ③：36
電子展示会「写真の中の明治・大正―国立国会図書館所蔵写真帳から―東京編」の提供
　開始 557 ⑧：31
『日本全国書誌』冊子体の終刊および贈呈の終了について
 553 ④：25／554 ⑤：28／556 ⑦：24 　
「日本法令索引〔明治前期編〕」当館ホームページで提供 550 ①：31-30
年末年始のサービス休止について 560 ⑪：32／561 ⑫：31　
平成19年度アジア情報研修「中国の学術情報を入手する」 558 ⑨：32
平成19年度国立国会図書館職員採用試験の実施について 552 ③：20-23
平成19年度児童文学連続講座―国際子ども図書館所蔵資料を使って 556 ⑦：24
平成19年度レファレンス研修 560 ⑪：29
本誌アンケートにご協力をお願いします 554 ⑤：32／555 ⑥：25 　
メタデータ基準の公表と意見募集のお知らせ 558 ⑨：31

国立国会図書館の編集・刊行物

J-BISC DVD版（2007） 561 ⑫：30
NDL CD-ROM Line 点字図書･録音図書全国総合目録　2006年 2号～2007年 1号
 550 ①：26-27／556 ⑦：19 　
外国の立法　立法情報・翻訳・解説　第230号～第233号

550 ①：27／552 ③：33-34／556 ⑦：20／559 ⑩：10 　
カレントアウェアネス　291号～294号

552 ③：33／556 ⑦：19／558 ⑨：30／561 ⑫：31 　
国立国会図書館絵はがき　資料編・建物編 555 ⑥：24
国立国会図書館の編集・刊行物　入手案内 551②：別刷 8頁 　
参考書誌研究　第66号～第67号 553 ④：14／560 ⑪：25 　
全国書誌通信　第126号～第127号 552 ③：33／555 ⑥：24 　
平成18年度国際子ども図書館児童文学連続講座講義録「絵本の愉しみ―イギリス絵本の
　伝統に学ぶ―」 560 ⑪：25
レファレンス　第671号～第682号 毎号
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平成19年度国際子ども図書館連絡会議の開催 557 ⑧：28
平成19年度「国立国会図書館データベースフォーラム」 561 ⑫：28
平成19年度児童文学連続講座―国際子ども図書館所蔵資料を使って― 561 ⑫：28-29
平成19年度第 1回中央館・支部図書館協議会の終了について 559 ⑩：10
平成19年度都道府県および政令指定都市議会事務局図書室職員等への研修561 ⑫：28

〈お知らせ〉・各種案内記事

JiBOOKSのサービス終了について 550 ①：29
NACSIS-ILL経由・総合目録ネットワーク経由の複写・貸出しの申込中止について
 550 ①：29／551②：33／552 ③：35 　
NDL-OPACから近代デジタルライブラリーをご覧いただけるようになりました

560 ⑪：31
NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）に『雑誌記事索引　科学技術編』
　遡及データ追加 552 ③：35
NDL-OPACに音楽・映像資料データ約41万件を追加 559 ⑩：12
アジア言語OPACでペルシア語図書の書誌情報が検索可能となりました 553 ④：24
絵本ギャラリー【モダニズムの絵本　日常の中の芸術】の提供を開始 554 ⑤：32
関西館の新サービス 551 ②：30-32
　関西館総合閲覧室リニューアルのお知らせ 551 ②：30
　アジア情報室の新しいサービスのご案内 551 ②：31
　関西館における電子情報提供サービスの改善について 551 ②：32
関西館のマークができました 561 ⑫：31
「企業・団体リスト情報」当館ホームページで提供開始 559 ⑩：15-14
近代デジタルライブラリー、大正期刊行図書を提供開始 555 ⑥：28
国際子ども図書館学校図書館セット貸出し「ヨーロッパセット」（小学校低学年向／小
　学校高学年向）の貸出開始について 561 ⑫：32
国際子ども図書館講演会「多文化社会における児童書・児童サービス」のお知らせ

555 ⑥：27
国際子ども図書館展示会「大空を見上げたら―太陽・月・星の本」関連イベントのお知  
　らせ 550 ①：38
国際子ども図書館展示会「大空を見上げたら―太陽・月・星の本」関連講演会のお知らせ
 552 ③：34／556 ⑦：23 　
国際子ども図書館展示会「チェコへの扉―子どもの本の世界｣開催について

561 ⑫：33-32
国際子ども図書館で<星座早見盤を作ろう> 555 ⑥：27
国際子ども図書館展示会「ゆめいろのパレットⅢ－野間国際絵本原画コンクール入賞作
　品　アジア・アフリカ・ラテンアメリカから」開催 557 ⑧：29
国際子ども図書館展示会「ゆめいろのパレットⅢ－野間国際絵本原画コンクール入賞作
　品　アジア・アフリカ・ラテンアメリカから」関連講演会のお知らせ 558 ⑨：33
国際子ども図書館夏休み催物「科学あそび」　ふしぎな動きを楽しもう～ころがるマユ
　と飛ぶタネ作り 555 ⑥：26
国立国会図書館データベースフォーラム開催のご案内 556⑦：20/557⑧：30 　
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（主題情報部科学技術・経済課）561 ⑫：24-25
電子情報環境下における新しい図書館サービス―東京本館電子情報提供サービスのリ
　ニューアル― （主題情報部参考企画課）551 ②： 1- 5
平成18年度国立国会図書館長と行政・司法各部門支部図書館長との懇談会

（総務部支部図書館・協力課）551 ②：24
平成18年度書誌調整連絡会議を終えて （書誌部書誌調整課）552 ③：14-18
平成18年度都道府県および政令指定都市議会事務局図書室職員等を対象とした研修につ
　いて （総務部支部図書館・協力課）550 ①：24
平成18年度日本研究情報専門家研修を開催して

（関西館事業部図書館協力課）551 ②：22-23
平成18年度日本古典籍講習会 （関西館事業部図書館協力課）552 ③：24
平成18年度レファレンス研修 （関西館図書館協力課）554 ⑤： 9
平成19年度国立国会図書館長と都道府県立及び政令指定都市立図書館長との懇談会につ
　いて （総務部支部図書館・協力課）557 ⑧：14-15
平成19年度図書館員のための利用ガイダンスの開催

（関西館図書館協力課）558 ⑨：19
平成19年度の図書館員を対象とする研修計画について

（関西館図書館協力課）554 ⑤：14-15
ミシガン大学ICPSR電子情報管理官ナンシー・マクガヴァン氏招へいの概要

（総務部企画課電子情報企画室）553 ④：18-19
満川亀太郎関係文書 （今津敏晃）557 ⑧：16-19

NDL news　当館の最近の動き

アジア学会（AAS）・東亜図書館協会（CEAL）2007年年次総会および北米日本研究資
　料調整協議会（NCC）会議 554 ⑤：23
カリフォルニア大学バークレー校附属C.V.スター東アジア図書館開館と記念シンポジ
　ウム 561 ⑫：29
韓国国立中央図書館主催「海外韓国学司書ワークショップ」参加 550 ①：27
韓国国会図書館との第 4回業務交流の終了について 552 ③：32
「国立国会図書館データベースフォーラム」の終了 550 ①：28
子ども霞が関見学デー 558 ⑨：28
政策セミナーの開催 560 ⑪：26
第 2回国際電子図書館会議 551 ②：29
第 8回CO-EXIST-SEA（東南アジア科学技術情報流通プログラム）ワークショップ

550 ①：28
第 9回図書館総合展 561 ⑫：28
第11回資料保存研修の終了 558 ⑨：27-28
第15回オーストラリア日本研究学会大会 557 ⑧：29
第32回ISSNセンター長会議 560 ⑪：26
第93回全国図書館大会および当館関連行事 561 ⑫：29
日本資料専門家欧州会議（EAJRS）第18回年次大会 560 ⑪：26
「東アジア現代史とアメリカNARA所蔵資料」学術会議 550 ①：27-28
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憲政資料室の公開資料から （主題情報部政治史料課）560 ⑪：20-21
国際交換の再構築 （収集部外国資料課）557 ⑧： 1- 4
国際政策セミナー「人口減少社会の外国人問題」（バルバラ・ヨーン氏）

（調査及び立法考査局調査企画課）550 ①：20-23
国内外の図書館の「いま」を伝える　『カレントアウェアネス・ポータル』１周年

（関西館図書館協力課）556 ⑦：12-17
『国立国会図書館月報』読者アンケート結果報告 （総務部総務課）561 ⑫：26-27
国立国会図書館年報（平成18年度）から―統計を中心に　その 1― 558 ⑨：37-34
国立国会図書館年報（平成18年度）から―統計を中心に　その 2― 559 ⑩：26-22
国立国会図書館の新しいサービス像―第 8回図書館総合展―

（総務部総務課）551 ②： 6-11
国立国会図書館の活動評価―平成18年度の評価結果と新目標・基準―

（総務部企画課）556 ⑦：37-26
　コラム　世界の国立図書館にみる評価―パフォーマンス指標を中心に―

（総務部企画課）556 ⑦：27-26
国立国会図書館の平成19年度予算について （総務部会計課）553 ④：16-17
国立国会図書館法の一部改正について（解説） （総務部総務課）554 ⑤：16
就任挨拶　知識は我らを豊かにする （長尾真）554 ⑤： 1- 2
重要文化財指定資料紹介『宗家文書』（『対馬宗家倭館関係資料』）

（主題情報部古典籍課）559 ⑩： 6- 7
常設展示の“これまで”と“これから”　常設展示150回を記念して

（主題情報部参考企画課）560 ⑪：17-19
新指定貴重書について―第39回貴重書指定委員会―

（貴重書等指定委員会）557 ⑧： 8-12
新年のごあいさつ （生𠩤至剛）550 ①： 1- 2
第 3回レファレンス共同データベース事業参加館フォーラム

（関西館図書館協力課）555 ⑥：17-19
第11回韓国国立中央図書館との業務交流―電子情報の収集・提供・保存

（総務部支部図書館・協力課）559 ⑩： 1- 5
第14回総合目録ネットワーク参加館フォーラム （関西館図書館協力課）555 ⑥：16
第15回アジア･オセアニア地域国立図書館長会議 （内海啓也）557 ⑧： 5- 7
第15回納本制度審議会および第6回納本制度審議会代償金部会の開催について

（納本制度審議会事務局）558 ⑨：20-21
第18回保存フォーラム報告「マイクロフィルムを長期保存するために―劣化の仕組みと
　その対策」 （収集部資料保存課）560 ⑪：22
第26回中国国家図書館との業務交流「ウェブサイトを通じた図書館サービス」

（総務部支部図書館・協力課）551 ②：13-21
第36回日本法令沿革索引審議会の開催 （調査及び立法考査局）554 ⑤： 8
第47回科学技術関係資料整備審議会の開催 （主題情報部科学技術・経済課）553 ④： 7- 9
中国国家図書館で過ごした3か月～中国での在外研究を終えて～

（清水扶美子）558 ⑨：22-26
デジタルアーカイブの現状と課題―第48回科学技術関係資料整備審議会の開催―

― 49 ―



561号／2007⑫ 国立国会図書館月報― 51 ―
 561号／2007⑫国立国会図書館月報

　プランゲ文庫収集事業の現状―メリーランド大学のメディア変換作業を中心に―
（主題情報部政治史料課）560 ⑪： 1- 2

　プランゲ文庫児童書マイクロ化プロジェクト現地報告―カラーマイクロ作製の工程―
（主題情報部政治史料課）560 ⑪： 3- 9

　カレッジパークの空に―米国駐在員現地報告― （加藤祐平）560 ⑪：10-11
　メリーランド大学図書館長チャールズ・ラウリー氏と同大学プランゲ文庫室長坂口英
　　子氏の講演から （主題情報部参考企画課）560 ⑪：12-13
　プランゲ文庫児童書のご利用について （国際子ども図書館資料情報課）560 ⑪：14-15
未来のための図書館　世界図書館情報会議―第73回国際図書館連盟（IFLA）大会

（国立国会図書館IFLAダーバン派遣団）561 ⑫： 1-22
　第34回国立図書館長会議（CDNL） 電子図書館に向けての国立図書館の連携

（長尾真）561 ⑫： 4- 7
　議会図書館分科会　議会図書館と調査サービスにおける革新と創造性

（山口広文）561 ⑫： 8-10
　資料保存コア活動、資料保存分科会関連会議　共通の悩みに、固有の問題に、知恵を
　　出し合う （小林直子）561 ⑫：11-14
　書誌分科会とデジタルアーカイブに関するセッション　デジタル時代の全国書誌へ

（中井万知子）561 ⑫：15-17
　児童・ヤングアダルト図書館分科会　多様性を包み込むサービスをめざして

（佐藤尚子）561 ⑫：18-20
　ユネスコ・セッション　知識社会におけるユネスコとIFLAの協力

（藤巻正人）561 ⑫：21
　南アフリカ点描 561 ⑫：10、14、17、22　

一般記事（太字は巻頭記事）

2007年全米州議会協議会年次大会に出席して （武田美智代）561 ⑫：41-38
APLAP（アジア太平洋議会図書館長協会）第 9回ウェリントン大会

（梅田久枝、岩澤聡）553 ④： 1- 6
ISO/TC46最新動向―2007年スペイン会議から （徳原直子）559 ⑩：21-16
新たな一歩を踏み出す関西館―草創期から飛躍･成長期へ― （関西館）556 ⑦： 1-10
イギリスの図書館におけるビジネス支援サービス～英国を訪問して～

（長崎理絵）556 ⑦：46-42
生まれ変わった総合閲覧室―関西館総合閲覧室再配置を実施して―

（関西館資料部文献提供課）552 ③：25-29
エジプト・トルコの出版事情と日本研究事情―出張報告 （邊見由起子）557 ⑧：20-22
オーストラリア国立図書館長ジャン・フラートン氏招へいの概要

（総務部支部図書館・協力課）554 ⑤：10-11
オランダ王立図書館職員ディルク・タン氏招へいの概要

（総務部支部図書館・協力課）554 ⑤：12-13
韓国国立中央図書館との第10回業務交流

（国立国会図書館業務交流代表団）550 ①：14-19
韓国国会図書館との業務交流（第 4回） （中川秀空、田中敏）555 ⑥：11-15
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凡　例
　 　項目別に配列し、各項目の中には、論題・記事名の数字順、アルファベット順、次
いで50音順である。ただし、連載記事は原則として掲載順に配列した。
　 　特集はあるテーマについてまとめて掲載している形式を含み、特集名ゴシックで表
した。
（記載例）

　　第 36 回日本法令沿革索引審議会の開催　（調査及び立法考査局）　554 ⑤： 8

頁記事名 執筆者名 掲載号 掲載月
項目一覧

特集記事

国立国会図書館における国際的な保存協力活動　―平成18年度の活動から―
554 ⑤： 3- 7

　ネパールとの資料保存協力の現況―ネパール出張報告― （井坂清信）554 ⑤： 3- 5
　 国際図書館連盟資料保存コア活動（IFLA/PAC）アジア･オセアニア地域センター長
　会議および日中韓資料保存会議―アジアにおける資料保存ネットワークの強化に
　　向けて （齋藤友紀子、小林直子）554 ⑤： 6- 7
国立国会図書館の書庫―貴重な文化的財産を後世に伝える― 558 ⑨： 1-17
特集　遠隔利用者から見た国立国会図書館 （総務部企画課）550 ①： 3-12
特集　国立国会図書館の電子情報発信 552 ③： 1-13
　国立国会図書館データベースフォーラムの開催 （総務部企画課）552 ③： 1- 2
　国立国会図書館の電子図書館サービス （植月献二）552 ③： 2- 5
　国立国会図書館データベースフォーラムに参加して 552 ③： 6- 9
　フォーラムで紹介したデータベース一覧 552 ③：13-10
特集　全国書誌 （書誌部書誌調整課）555 ⑥： 1-10
特集　プランゲ文庫 560 ⑪： 1-15

『国立国会図書館月報』年間索引
－平成19年（2007） 1月号～ 12月号［No.550～No.561］－

特集記事……………………………… 51
一般記事……………………………… 50
NDL news　当館の最近の動き…… 48
＜お知らせ＞・各種案内記事……… 47
国立国会図書館の編集・刊行物…… 46
稀本あれこれ………………………… 45
本を魅せる　常設展示案内………… 45
関西館の資料紹介…………………… 45

知識をカタチに―国立国会図書館が
目指す「主題情報提供サービス」… 45
ビジュアル国立国会図書館博物館… 44
本屋にない本………………………… 44
館内スコープ………………………… 43
常設展示のお知らせ………………… 43
法規等の制定・改正………………… 43
おもな人事…………………………… 42
遠客近客……………………………… 42
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第151回常設展示　本の中の「おりがみ」
 平成19年12月20日～平成20年 2月19日
　第151回常設展示では、当館所蔵の雑誌や図書
を通して、折り紙の多彩な世界をお楽しみくださ
い。
　第 1章では、日本の折り紙の歴史を紹介します。
最古の折り紙遊びの本と言われる、『秘伝千羽鶴
折形』（寛政 9年（1797）刊。展示は複製版）で
は、 1枚の紙から作られる親子や夫婦のように並
んだ鶴がなんとも微笑ましく、その完成度の高さ
には驚かされます。儀礼に用いる折り紙の見本が
ついた『小笠原流諸式折紙標本』（平岡善吉著　
坂上朝日館　明治44年（1911））や、 1枚の紙か
ら作られているとは思えない複雑な折り紙作品集
など、見て楽しい資料を選びました。
　第 2章では、伝統的なイメージとは違う、現代
の折り紙の意外な一面をご紹介いたします。宇宙
開発計画用に考案され、地図の収納にも活用され
ているミウラ折りや、多面体や黄金比など数学の
理解のために折り紙を使う方法、また、現代美術
作品のような折り紙も生まれています。折り紙の
無限の可能性を感じていただけたらと思います。
　さて、“origami”という言葉があるように、日本の折り紙文化は海外にも広まって
います。しかし、古代中国で紙が発明されて以来、長い間に折り紙文化が発達したの
は日本だけではありません。第 3章では、スペインや韓国の伝統的な折り紙を紹介し
た資料や、“origami”を通じた国際交流の現場など、国際的な視野で見た折り紙に関

する資料をご紹介します。「日本文化の「折り紙」
はすでに国際語です」（『外交フォーラム』13巻
4 号, 2000.4，pp. 10-11）には、スペインの伝統
的な折り方が実は日本の折り紙に影響されている
のではないかという興味深い説も紹介されていま
す。
　この展示に向けて様々な折り紙の本を調べた私
たちは、資料選定だけでは満足できなくなってし
まいました。実際に折り紙をやってみたい！とい
う衝動に駆られ、出来上がったのが左の写真です。
出来栄えはいかがでしょうか。
 （青
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常設展示案内27

魯縞庵義道一円〔ほか〕著
『秘伝千羽鶴折形』日本折紙協会、

1991（寛政 9年刊の複製）
＜当館請求記号　W162-56＞
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 稀本あれこれ－478－
 「浅沼稲次郎読書ノート　思想の母」
1  未来のための図書館　
 　世界図書館情報会議―第73回国際図書館連盟（IFLA）大会
4  　第34回国立図書館長会議（CDNL）　電子図書館に向けて

の国立図書館の連携 =長尾　真
8  　議会図書館分科会　議会図書館と調査サービスにおける革

新と創造性 =山口　広文
11 　資料保存コア活動、資料保存分科会関連会議　共通の悩み

に、固有の問題に、知恵を出し合う =小林　直子
15 　書誌分科会とデジタルアーカイブに関するセッション
 　　デジタル時代の全国書誌へ =中井　万知子
18 　児童・ヤングアダルト図書館分科会
 　　多様性を包み込むサービスをめざして =佐藤　尚子
21 　ユネスコ・セッション　知識社会におけるユネスコと

IFLAの協力 =藤巻　正人
10, 14, 17, 22　南アフリカ点描
24 デジタルアーカイブの現状と課題―第48回科学技術関係資料

整備審議会の開催―
26 『国立国会図書館月報』読者アンケート結果報告
41 2007年全米州議会協議会年次大会に出席して =武田　美智代

23 館内スコープ
30 月例報告
30 国立国会図書館の編集・刊行物
28 NDL news
34 本屋にない本
51 『国立国会図書館月報』年間索引
52 本を魅せる　常設展示案内（27）　本の中の「おりがみ」

 ＜お知らせ＞
23 常設展示のお知らせ
31 関西館のマークができました
31 年末年始のサービス休止について
32 国際子ども図書館　学校図書館セット貸出し「ヨーロッパセット」（小

学校低学年向／小学校高学年向）の貸出開始について
33 国際子ども図書館展示会「チェコへの扉－子どもの本の世界｣開催に
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